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　本号は９号以来の特集号として「ベス
トティーチャー」を取り上げたため，カ
メラやレコーダーを用意して， 赤澤セン
ター員と一緒に慣れないインタビューを
こなしてきました。ベストティーチャー
お二人の人柄まで皆様に伝われば幸いで
す。Moodleの日本語環境についての記事

は， 本学教員による対外的な貢献の例と
して， 是非皆様に知っておいて頂きたい
と思います。なお， 本号をもちまして私
は編集から離れ， 赤澤センター員にバト
ンタッチいたします。今後も「センター
ニュース」のご愛読をお願い申し上げま
す。　　　　　　　　　　　　　 （江川）

編　集　後　記

　相模原キャンパスでは，北里大学創立50周年，北里研究所創立100
周年をシンボライズした二つの輪のポスターや旗がそこここに飾ら
れている。街路灯に旗が掲げられた様子は，濃い緑の木々と相まって
ヨーロッパの大学を思わせるたたずまいで，相模原キャンパスも50年
を迎えるのだと実感させられる。
　1年生はこの相模原キャンパスで学部に関わらず初年度を過ごす。
一般教育部の科目も共通のものであるが，その教育内容はそれぞれの
学部の特性を考慮したものとなっている。さらに，学部を超えてどの
学生も学ぶことを目指して，“北里の世界”，“チーム医療論”などが開
講されている。また，大学全体の取り組みとして，近年の入学生の状
況を踏まえ，ノートの取り方，レポートの書き方，発表の仕方などを
指導する，初年次教育の項目も開講してきた。一方，学習支援となる
ツールとして，moodle の導入を初めとするe-learningの推進，双方向
性講義を目的としたツール，“クリッカ−”の紹介などハード面でも
充実を図るとともに，教員への教育技法や，講義の進め方などの支援
としてFD (Faculty Development)も行われている。このような取り組
みは，それぞれの場において一定の評価を得ているが，学生のみなら
ず教員，職員までを大きく“北里大学”と一つのスローガンの下に結
びつけているものではない。
　北里大学は“生命科学の総合大学”として特徴的専門分野を持ち，
教育，研究，さらに医療系においては診療，と各分野にて様々な実績
や業績を上げて来ている。農医連携など北里大学ならではの取り組
みは今までになかった発想で，遺伝子に関わる分野，食の安全，動物
を介在とした心のケアなど，広く，かつ奥の深い教育，研究を実践し
てきた。“チーム医療演習”は，毎年1,000名規模の学生を専攻を超
えて横断的にグループにし，医療に関する複雑な問題を考えるワーク
ショップで，どこにも前例のないものである。このような多職種連携
の教育や研究は北里大学の真骨頂といえるであろう。まさに，“開拓”
の精神をもって生み出された“叡智”の“実践”である。
　このように北里大学では，低学年での“自校教育”，高学年でのワー

クショップといわゆる“オール北里”を意識した教育が行われてきてい
る。しかし，これらのつながり，あるいは教員の意識はどうであろうか。
　上記に記したような取り組みの数々は，各学部の教員の尽力の賜物
である。学部を超えて北里大学としての特色ある取り組みを進めよう
とする思いがそれぞれのプログラムに生かされ，そこに携わる，ある
いは学習する者たちに伝わっているのだといえよう。ただ一つさらに
求めるものがあるとすれば，教員同士の連携のもと，個々のプログラ
ムがもっと関連性を持つということではないだろうか。
　学生が1年生のうちから，「北里大学に学ぶもの」という自覚をしっ
かりと持ち，その根底に流れる大学の理念を意識することはその後の
学生の学びに大きく影響を与えるものと思われる。大学で専門的な
教育を受け，社会に貢献できる知識や技術を修得するとき，専門性を
超えた共通の理念を持つことで，その知識や技術を生かす場に思いが
及ぶはずである。学祖北里柴三郎博士の想いを胸に教員が学生と関
わり，学生はともに生命科学の総合大学で学ぶものとしての自覚を持
つ。これはよい意味での「北里ブランド」の継承であり，教員，学生
ともに人間性を高めていくことにつながるのではないだろうか。その
ためには，入学から卒業までの各学部の教育を通じて共通の理念を持
ち，発展していくようなプログラムを考えていく必要がある。多職種
連携教育は医療系の教育機関で最近盛んに行われているが，チーム医
療の実践者としてこれは当然のニーズだと言えよう。北里大学ではさ
らにそれを超えて，ともに生命科学を扱うものとしての，矜持とも言
うべき自律的な精神を身につけるようなプログラムを組んでいくこと
が大切な時期ではないかと思われる。
　数年前，学部間を超えて1年生を対象に体験学習を行う，「叡智と実践
週間」を提案してみたことがあった。この時には多くの賛同を得なが
ら実行には至らなかったが，1年生から高学年までを見通した多職種連
携教育，学部横断的な教育を行う時期であり，高等教育開発センターの
果たす役割も大きいと思われる。「北里の理念」を共有し，つないでゆ
く事。創立50周年を迎える大学の教育の使命の一つではないだろうか。

◆ センター員の活動
・�国際シンポジウム「グローバル時代の大学マネジメントと質保証」
　平成24年1月24日，宮城：小島
・ムードル・ムート2012 
　平成24年2月22日・23日，三重：福田
・第18回大学教育研究フォーラム
　平成24年3月15日・16日，京都：鈴木，小島
・全国私立大学ＦＤ連携フォーラム2012年度総会
　平成24年6月16日，東京：鈴木
・平成24年度北里大学新任教員研修
　平成24年8月1日・2日，東京：鈴木，高橋，福田，赤澤，野島，小島
・第10回高校生のための“大学”セミナー
　平成24年8月7日，東京：小島

◆ 各学部のFD活動
・�獣医学部教員教育研修会（平成23年度第3回）平成24年1月17日　獣医学部

V1号館　「獣医学教育改革の新しい流れ」
　北里大学獣医学部獣医学科人獣共通感染症学教授　吉川泰弘
・�平成23年度看護学部FD講演会  平成24年2月24日 看護学部多目的室
　【講　演】「看護教員のための教育学講座  －近年の青少年像と学校教育の現状」
　北里大学看護学部教職課程教授　飯田國雄
・平成23年度一般教育部教員研修会　平成24年3月16日　L1号館
　【講　演】「チーム活動におけるリーダーシップ」
　（株）バリューイノベーション  コンサルタント　杉山伸朗
・�医学部教員教育セミナー　平成24年8月10・11日　オンワード総合研究所人財

開発センター（横浜市都筑区）

　【講　演】
　「自主研究教育からResearch Clerkshipへ」
　横浜市立大学大学院医学研究科・医学部免疫学教室教授　田村智彦
　「岐阜大学の医学研究教育」
　岐阜大学医学教育開発研究センター長・テュトーリアル部門教授　鈴木康之
　【ワークショップ】
　「全国の医学研究教育の現状と北里大学の医学研究入門について」
　「医学生に必要な研究教育とは（目標）？」
　「研究室配属の具体案（目標）」
・第20回看護学部教員教育研修会　平成24年8月21日　看護学部多目的室
　【グループ討議】テーマ：「看護学部教員の研究力を高める」
・平成24年度理学部・理学研究科教員研修会　平成24年8月24日　L2号館
　【講　演】
　「2012年度入試結果と北里大学理学部の評価及び2013年度入試予測について」
　（株）KEIアドバンス本社営業部部長　桝中規男
　�「学生相談室利用状況からみた理学部学生の傾向　～学生の抱える問題の早期

発見と支援のために～」
　北里大学健康管理センター学生相談室長　柘植道子
　「学長からのメッセージ」
　北里大学学長　岡安　勲
　【グループ討議】
　テーマ：「理学部における就職活動の支援方法について」
　　　　　「退学及び留年者の抑制と心に問題を抱えた学生への対応について」
　　　　　「魅力ある北里大学理学部のあるべき姿とは」
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友野伸一郎 著

『対決！ 大学の教育力』

　前号では1970年代まで存在していた大学の規範文化として

の「教養主義」について語った本を紹介したが，今回は現在の

大学における「教養教育」と「初年次教育」という観点から大

学の教育力について語った本を取り上げる。河合塾教育研究部

プロジェクトチームに参加し，当該塾が行った「2007～2008年

度　国立大学教養・共通教育調査」と「2009年度 初年次教育調

査」に中心的に携わった著者は，「そこで得られた知見から，大

学を見るには教養教育と初年次教育が重要であるという確信を

得（p.5）」たという。本書は，上記2つの調査に基づいた丁寧な

分析を通して，大学における教養教育と初年次教育の実態を明ら

かしている。大学の教養教育や初年次教育のどこを見ればよい

のかという問いに対しては，大学の教養教育と初年次教育に対す

る取り組みの姿勢がわかる「評価ポイント」を設定し，その点か

ら各大学の比較検討をしている。具体的な取り組み事例として，

教養教育については12の大学，初年次教育については8大学を取

り上げ，それぞれの特徴を押さえた紹介は，大変興味深い。

　「教養とは何か」この問いは，今日まで，さまざまに語られて

きたが，著者は「教養とは異分野の人と協働するために欠かせな

い能力である（p.26）」とし，さらに「教養は授業で身につける

時代に（p.30）」なったと述べていて，今日的教養観を提示して

いる。そう聞くと，教養とは何なのか，教養教育はどうあるべき

なのか，改めて考えさせられる。

　専門教育と教養教育，初年次教育は共に大学教育を構成する要

素であり，これらを総合して大学の教育力を問わねばならないは

ずだが，著者は，大学教員の教養教育や初年次教育に対する消極

性を指摘する。だからこそ，そうした状況を越えて，大学として

意識的にどう教養教育と初年次教育の充実を図ろうとしているか

に大学の教育力の一端が表れており，大学選びにはその点も含め

ることが大切であると主張する。当高等教育開発センターの教育

研究部門において「初年次教育プロジェクト」が施行されたが，

本学の特性に適った教養教育並びに初年次教育の在り方を考える

上で，本書は示唆を与えてくれる一冊ではないだろうか。

朝日新聞出版（朝日新書）
740円（税別）

Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備 特　集

ベストティーチャー

　本学の場合，FD活動の実際は良くも悪くも学部独自の性格が強い

ことが特徴です。それはたとえばセンターニュース第9号でお伝え

した授業評価アンケートの違いにも現れていて，アンケートの実施

方法や項目には学部の独自色が色濃く現れていました。このような

状況がもたらす良い点として，FD活動を見直そうとする際に普通な

ら学外に範を求めなければならないのに対して，本学の場合はまず

は手近な他学部の事例を参考にできるということが挙げられます。

　その様な観点から，今回は「ベストティーチャー」を取り上げま

した。ベストティーチャーとは教育内容の良かった教員を毎年1名

～数名選出し表彰する制度で，普通は学生による投票の結果が基に

なります。その意味ではベストティーチャー制度は「学生による授

医療衛生学部
名　称　ベストティーチャー

経緯と効果　教員の教育に対する意識高揚及び大学における全人的

な教育の向上を目的として平成23年度に制度を開始した。効果はま

だ不明。

選出方法　4年生から，所属する学科・専攻教員（教授を除く）1名及

び基礎教育協議会教員1名の合計2名を投票させ，各学科 ・ 専攻，基

礎教育協議会から各1名を選出している。

公表と表彰の方法：学位記授与会場にて教員・学生に公表している。

また，学部長からの表彰を予定している。

海洋生命科学部
名　称　「優秀教育賞」（優秀教員賞ではない点に注意）

経緯と効果　教員の教育努力を後押しすることを目的として平成15

年度から実施していた。実施から2年および3年を経過した年度の

FD研修会の折に，受賞者に対してそれぞれ講義の実施内容，講義に

対する工夫や苦労を紹介してもらうことで，全教員に講義実施の参考

にしてもらった。当時のFD研修参加者（ほぼ全員）は大いに参考に

なったとコメントしていた。最近は受賞者が固定化する傾向にあっ

た。24年度より，優秀教育賞の選考は，当初の目的が果たされたと

FD委員会で判断し，実施しないことに決定した。

選出方法　学部専任教員が担当する科目に対し，学期末に実施した授

業評価アンケート（7項目を5段階評価）の平均点の高い科目を担当

する教員をFD委員会が選んで賞状を授与していた。2年生に対する2

群科目は全て必修なので，2群科目担当者の上位2名，3年生の3群

科目は必修科目につき2名，選択科目につき2名，の合計6名を選出

していた。ただし，アンケート回答数が20以下の場合には選考対象

外とした。

公表と表彰の方法　年度初めのオリエンテーション内で2年生，3年

生の前で表彰をした。

医学部
名　称　�ベストティーチャー賞（基礎・臨床系の准教授以下から各1

名，計2名）　守礼敬人賞（所属は不問で1名）

経緯と効果　相澤元医学部長の提案で始まった。実際の効果はわか

らないが，教育の質向上・改善につながっているはずである。

選出方法　6年生による卒業準備委員が選出している。6年生を対象

にアンケートを実施し，その結果に基づいて，べストティーチャー賞

は基礎 ・ 臨床系から各1名，守礼敬人賞は所属不問で1名を選んでい

る。教員の再選は妨げない。

公表と表彰の方法　謝恩会にて学生から表彰する。記念品は事務室

学生課にて準備する。また，毎年夏に開催されるFD研修会で講演を

行う。

　こうして比べてみると，最も「学生主導」になっているのが医学

部で，選出のためのアンケートの内容は事務室も把握しておらず，選

出結果のみ学生から連絡をもらっているとのことです。医療衛生学

部もほぼ同様に，学生による投票で選んでいます。また，どちらの学

部も，ベストティーチャーを選ぶのは学部の最高学年の学生です。

業評価」の形態の一つと考えられますが，たとえば東京農工大学の

ように，最優秀の教員には研究費と出張費が与えられるという，教員

に対するインセンティブと組み合わせた例もあります。

　本学でのベストティーチャーについて調べたところ，意外にもこ

れを取り入れている学部は多くはありませんでした。選出していた

のは医療衛生学部，海洋生命科学部，医学部の3学部で，そのうちの

海洋生命科学部は「当初の目的が果たされた」として平成24年度か

ら実施しないことを決めています。以下に，その海洋生命科学部も

含めた3学部での実施内容を紹介し，昨年度選出されたベストティー

チャーの中から2名の方のインタビューを掲載します。

　これに対して，海洋生命科学部では授業評価アンケートの結果に

基づいてFD委員会が選出していたので，間接的に全学生が選出に参

加していたことになります。

　公表と表彰の方法については，医療衛生学部では表彰のみですが，医

学部と海洋生命科学部ではFD研修会で講演をしてもらっていました。

FD推進部門長　江川　徹

Questionnaireの翻訳

　著者らは2011年4月13日にMoodle1.9用Questionnaireバージョン 

2008060405の翻訳に着手し，同年7月22日に翻訳を完了した。翻訳し

たファイルは，252個のストリングと38個のヘルプファイルである。

ストリングとは，Questionnaireの画面に現れる英語（ストリング）で

ある。翻訳はすぐにQuestionnaireの言語パックに採用された［5］。

　翻訳にあたり，留意した点は，Moodle 1.9の翻訳との整合性と，アン

ケート要素（質問）の種類を分かりやすく示すアンケート要素の命名

である。作業の分担は（カッコ内は各自の専門），福田（情報科学）が

システムの準備とインストール，吉田光宏氏との連絡ととりまとめ，

小島（高等教育）がアンケート用語のチェック，黒澤（英語）が翻訳，

高橋（情報科学）が動作検証である。翻訳，動作確認と推敲を4回繰

り返して，翻訳を公開した。

　北里大学のMoodleでは最新のFeedbackを利用することができない。

携帯ブラウザ対応のMoodle for Mobileを利用しているためである。そ

のために，高機能で最新のアンケート機能をQuestionnaireとその部分

的な翻訳ファイルで提供していた。Questionnaireに今回の正式翻訳を

組み込んでみると，Questionnaireの使い勝手が格段に良くなったこと

が実感できる。

　北里大学Moodleでは2012年度，Moodle2012からQuestionnaireに今回

の正式翻訳が組み込まれている。使い勝手が非常に良くなったのでア

ンケートが必要な際は是非利用して頂きたい。

参考文献

［1］�福田宏，小島佐恵子，黒澤麻美，高橋勇，Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備，北里大学一般教育紀要17 71-94 （2012）

［2］�Moodle公式サイト，http://moodle.org/（2012年1月12日現在）

［3］�藤原俊朗，教育開発部門報告e-learningプロジェクト報告，北里大学高等教育開発センター年報　p. 18（2011年3月；北里大学高等教育開発センター）

［4］�“Moodle統計”，http://moodle.org/stats/（2012年1月11日現在）

［5］�“Activities: Questionnaire”，http://moodle.org/plugins/view.php?plugin=mod_questionnaire（2012年6月12日現在）

　去る7月13日（金）午後6時から7時半まで，相模原校舎L2号館で第
8回講演会が行われました。講演会としては，遅い時刻の開催でしたが
多くの参加者を集めました。京都大学高等教育研究開発推進センター
教授の松下佳代氏を講師にお迎えして，「学習の質をどう評価するか −
医療教育におけるパフォーマンス評価を中心に−」というテーマでご

講演いただきました。講演内容は，テレビ会議システムにより他のキャ
ンパスへも同時中継されました。
　学習成果を直接的に評価する方法であるパフォーマンス評価につい
て，その特徴，課題，具体的評価事例などが語られ，大変興味深い内容
で，講演後の質疑も活発に行われました。

　平成24年度の新任教員研修が，去る8月1日（水）と2日（木）の両日に
わたり，クロス・ウェーブ府中にて行われました。参加者は34名でした。
　第1日目は北里大学人事部が担当し，午前には藤井清孝理事長と岡安　勲
学長の挨拶と講話，続いて大石茂郎人事担当常任理事の講話がありまし
た。午後からは，日本ODコンサルタンツのトレーナーである近藤裕子
氏による「教員としてのコミュニケーション能力に磨きをかける」を
テーマにした講習と，「私が目指す教員像」についてのフリップトーク・
ディスカッションが行われました。夜には，懇親会が開かれました。第
2日目は高等教育開発センターの担当で，最初に本学健康管理センター
の飯田敏晴氏による「最近の学生気質と学生相談の傾向」と題する講

演があり，続く午前の残りと午後を通して，FDワークショップ「学生
とどう向き合うか」を行いました。まずは，鈴木牧彦センター長から

「学生調査結果に見る本学の学生像」の報告があり，続いて野島高彦セ
ンター員による講演「事例紹介：SNSによる学生とのコミュニケーショ
ン」が行われました。その後，高橋　勇センター員の指導の下，参加者
は6グループに分かれ，これまで学生と接する中で経験した問題点の
整理，その原因や解決策等を議論し，最後にグループごとに結果を発表
し，質疑応答，講評でグループワークを終了しました。引き続き，高橋
センター員より高等教育開発センターの活動紹介があり，これをもって
全プログラムを終了しました。

第8回高等教育開発センター講演会

平成24年度北里大学新任教員研修を終えて
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　本号は９号以来の特集号として「ベス
トティーチャー」を取り上げたため，カ
メラやレコーダーを用意して， 赤澤セン
ター員と一緒に慣れないインタビューを
こなしてきました。ベストティーチャー
お二人の人柄まで皆様に伝われば幸いで
す。Moodleの日本語環境についての記事

は， 本学教員による対外的な貢献の例と
して， 是非皆様に知っておいて頂きたい
と思います。なお， 本号をもちまして私
は編集から離れ， 赤澤センター員にバト
ンタッチいたします。今後も「センター
ニュース」のご愛読をお願い申し上げま
す。　　　　　　　　　　　　　 （江川）

編　集　後　記

　相模原キャンパスでは，北里大学創立50周年，北里研究所創立100
周年をシンボライズした二つの輪のポスターや旗がそこここに飾ら
れている。街路灯に旗が掲げられた様子は，濃い緑の木々と相まって
ヨーロッパの大学を思わせるたたずまいで，相模原キャンパスも50年
を迎えるのだと実感させられる。
　1年生はこの相模原キャンパスで学部に関わらず初年度を過ごす。
一般教育部の科目も共通のものであるが，その教育内容はそれぞれの
学部の特性を考慮したものとなっている。さらに，学部を超えてどの
学生も学ぶことを目指して，“北里の世界”，“チーム医療論”などが開
講されている。また，大学全体の取り組みとして，近年の入学生の状
況を踏まえ，ノートの取り方，レポートの書き方，発表の仕方などを
指導する，初年次教育の項目も開講してきた。一方，学習支援となる
ツールとして，moodle の導入を初めとするe-learningの推進，双方向
性講義を目的としたツール，“クリッカ−”の紹介などハード面でも
充実を図るとともに，教員への教育技法や，講義の進め方などの支援
としてFD (Faculty Development)も行われている。このような取り組
みは，それぞれの場において一定の評価を得ているが，学生のみなら
ず教員，職員までを大きく“北里大学”と一つのスローガンの下に結
びつけているものではない。
　北里大学は“生命科学の総合大学”として特徴的専門分野を持ち，
教育，研究，さらに医療系においては診療，と各分野にて様々な実績
や業績を上げて来ている。農医連携など北里大学ならではの取り組
みは今までになかった発想で，遺伝子に関わる分野，食の安全，動物
を介在とした心のケアなど，広く，かつ奥の深い教育，研究を実践し
てきた。“チーム医療演習”は，毎年1,000名規模の学生を専攻を超
えて横断的にグループにし，医療に関する複雑な問題を考えるワーク
ショップで，どこにも前例のないものである。このような多職種連携
の教育や研究は北里大学の真骨頂といえるであろう。まさに，“開拓”
の精神をもって生み出された“叡智”の“実践”である。
　このように北里大学では，低学年での“自校教育”，高学年でのワー

クショップといわゆる“オール北里”を意識した教育が行われてきてい
る。しかし，これらのつながり，あるいは教員の意識はどうであろうか。
　上記に記したような取り組みの数々は，各学部の教員の尽力の賜物
である。学部を超えて北里大学としての特色ある取り組みを進めよう
とする思いがそれぞれのプログラムに生かされ，そこに携わる，ある
いは学習する者たちに伝わっているのだといえよう。ただ一つさらに
求めるものがあるとすれば，教員同士の連携のもと，個々のプログラ
ムがもっと関連性を持つということではないだろうか。
　学生が1年生のうちから，「北里大学に学ぶもの」という自覚をしっ
かりと持ち，その根底に流れる大学の理念を意識することはその後の
学生の学びに大きく影響を与えるものと思われる。大学で専門的な
教育を受け，社会に貢献できる知識や技術を修得するとき，専門性を
超えた共通の理念を持つことで，その知識や技術を生かす場に思いが
及ぶはずである。学祖北里柴三郎博士の想いを胸に教員が学生と関
わり，学生はともに生命科学の総合大学で学ぶものとしての自覚を持
つ。これはよい意味での「北里ブランド」の継承であり，教員，学生
ともに人間性を高めていくことにつながるのではないだろうか。その
ためには，入学から卒業までの各学部の教育を通じて共通の理念を持
ち，発展していくようなプログラムを考えていく必要がある。多職種
連携教育は医療系の教育機関で最近盛んに行われているが，チーム医
療の実践者としてこれは当然のニーズだと言えよう。北里大学ではさ
らにそれを超えて，ともに生命科学を扱うものとしての，矜持とも言
うべき自律的な精神を身につけるようなプログラムを組んでいくこと
が大切な時期ではないかと思われる。
　数年前，学部間を超えて1年生を対象に体験学習を行う，「叡智と実践
週間」を提案してみたことがあった。この時には多くの賛同を得なが
ら実行には至らなかったが，1年生から高学年までを見通した多職種連
携教育，学部横断的な教育を行う時期であり，高等教育開発センターの
果たす役割も大きいと思われる。「北里の理念」を共有し，つないでゆ
く事。創立50周年を迎える大学の教育の使命の一つではないだろうか。

◆ センター員の活動
・�国際シンポジウム「グローバル時代の大学マネジメントと質保証」
　平成24年1月24日，宮城：小島
・ムードル・ムート2012 
　平成24年2月22日・23日，三重：福田
・第18回大学教育研究フォーラム
　平成24年3月15日・16日，京都：鈴木，小島
・全国私立大学ＦＤ連携フォーラム2012年度総会
　平成24年6月16日，東京：鈴木
・平成24年度北里大学新任教員研修
　平成24年8月1日・2日，東京：鈴木，高橋，福田，赤澤，野島，小島
・第10回高校生のための“大学”セミナー
　平成24年8月7日，東京：小島

◆ 各学部のFD活動
・�獣医学部教員研修会（平成23年度第3回）平成24年1月17日 獣医学部V1号館
　【講　演】「獣医学教育改革の新しい流れ」
　北里大学獣医学部獣医学科人獣共通感染症学教授　吉川泰弘
・�平成23年度看護学部FD講演会  平成24年2月24日 看護学部多目的室
　【講　演】「看護教員のための教育学講座  －近年の青少年像と学校教育の現状」
　北里大学看護学部教職課程教授　飯田國雄
・平成23年度一般教育部教員研修会　平成24年3月16日　L1号館
　【講　演】「チーム活動におけるリーダーシップ」
　（株）バリューイノベーション  コンサルタント　杉山伸朗
・�医学部教員教育セミナー　平成24年8月10・11日　オンワード総合研究所人財

開発センター（横浜市都筑区）

　【講　演】
　「自主研究教育からResearch Clerkshipへ」
　横浜市立大学大学院医学研究科・医学部免疫学教室教授　田村智彦
　「岐阜大学の医学研究教育」
　岐阜大学医学教育開発研究センター長・テュトーリアル部門教授　鈴木康之
　【ワークショップ】
　「全国の医学研究教育の現状と北里大学の医学研究入門について」
　「医学生に必要な研究教育とは（目標）？」
　「研究室配属の具体案（目標）」
・第20回看護学部教員教育研修会　平成24年8月21日　看護学部多目的室
　【グループ討議】テーマ：「看護学部教員の研究力を高める」
・平成24年度理学部・理学研究科教員研修会　平成24年8月24日　L2号館
　【講　演】
　「2012年度入試結果と北里大学理学部の評価及び2013年度入試予測について」
　（株）KEIアドバンス本社営業部部長　桝中規男
　�「学生相談室利用状況からみた理学部学生の傾向　～学生の抱える問題の早期

発見と支援のために～」
　北里大学健康管理センター学生相談室長　柘植道子
　「学長からのメッセージ」
　北里大学学長　岡安　勲
　【グループ討議】
　テーマ：「理学部における就職活動の支援方法について」
　　　　　「退学及び留年者の抑制と心に問題を抱えた学生への対応について」
　　　　　「魅力ある北里大学理学部のあるべき姿とは」
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友野伸一郎 著

『対決！ 大学の教育力』

　前号では1970年代まで存在していた大学の規範文化として

の「教養主義」について語った本を紹介したが，今回は現在の

大学における「教養教育」と「初年次教育」という観点から大

学の教育力について語った本を取り上げる。河合塾教育研究部

プロジェクトチームに参加し，当該塾が行った「2007～2008年

度　国立大学教養・共通教育調査」と「2009年度 初年次教育調

査」に中心的に携わった著者は，「そこで得られた知見から，大

学を見るには教養教育と初年次教育が重要であるという確信を

得（p.5）」たという。本書は，上記2つの調査に基づいた丁寧な

分析を通して，大学における教養教育と初年次教育の実態を明ら

かしている。大学の教養教育や初年次教育のどこを見ればよい

のかという問いに対しては，大学の教養教育と初年次教育に対す

る取り組みの姿勢がわかる「評価ポイント」を設定し，その点か

ら各大学の比較検討をしている。具体的な取り組み事例として，

教養教育については12の大学，初年次教育については8大学を取

り上げ，それぞれの特徴を押さえた紹介は，大変興味深い。

　「教養とは何か」この問いは，今日まで，さまざまに語られて

きたが，著者は「教養とは異分野の人と協働するために欠かせな

い能力である（p.26）」とし，さらに「教養は授業で身につける

時代に（p.30）」なったと述べていて，今日的教養観を提示して

いる。そう聞くと，教養とは何なのか，教養教育はどうあるべき

なのか，改めて考えさせられる。

　専門教育と教養教育，初年次教育は共に大学教育を構成する要

素であり，これらを総合して大学の教育力を問わねばならないは

ずだが，著者は，大学教員の教養教育や初年次教育に対する消極

性を指摘する。だからこそ，そうした状況を越えて，大学として

意識的にどう教養教育と初年次教育の充実を図ろうとしているか

に大学の教育力の一端が表れており，大学選びにはその点も含め

ることが大切であると主張する。当高等教育開発センターの教育

研究部門において「初年次教育プロジェクト」が施行されたが，

本学の特性に適った教養教育並びに初年次教育の在り方を考える

上で，本書は示唆を与えてくれる一冊ではないだろうか。

朝日新聞出版（朝日新書）
740円（税別）

Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備 特　集

ベストティーチャー

　本学の場合，FD活動の実際は良くも悪くも学部独自の性格が強い

ことが特徴です。それはたとえばセンターニュース第9号でお伝え

した授業評価アンケートの違いにも現れていて，アンケートの実施

方法や項目には学部の独自色が色濃く現れていました。このような

状況がもたらす良い点として，FD活動を見直そうとする際に普通な

ら学外に範を求めなければならないのに対して，本学の場合はまず

は手近な他学部の事例を参考にできるということが挙げられます。

　その様な観点から，今回は「ベストティーチャー」を取り上げま

した。ベストティーチャーとは教育内容の良かった教員を毎年1名

～数名選出し表彰する制度で，普通は学生による投票の結果が基に

なります。その意味ではベストティーチャー制度は「学生による授

海洋生命科学部
名　称　「優秀教育賞」（優秀教員賞ではない点に注意）

経緯と効果　教員の教育努力を後押しすることを目的として平成15

年度から実施していた。実施から2年および3年を経過した年度の

FD研修会の折に，受賞者に対してそれぞれ講義の実施内容，講義に

対する工夫や苦労を紹介してもらうことで，全教員に講義実施の参考

にしてもらった。当時のFD研修参加者（ほぼ全員）は大いに参考に

なったとコメントしていた。最近は受賞者が固定化する傾向にあっ

た。24年度より，優秀教育賞の選考は，当初の目的が果たされたと

FD委員会で判断し，実施しないことに決定した。

選出方法　学部専任教員が担当する科目に対し，学期末に実施した授

業評価アンケート（7項目を5段階評価）の平均点の高い科目を担当

する教員をFD委員会が選んで賞状を授与していた。2年生に対する2

群科目は全て必修なので，2群科目担当者の上位2名，3年生の3群

科目は必修科目につき2名，選択科目につき2名，の合計6名を選出

していた。ただし，アンケート回答数が20以下の場合には選考対象

外とした。

公表と表彰の方法　年度初めのオリエンテーション内で2年生，3年

生の前で表彰をした。

医学部
名　称　�ベストティーチャー賞（基礎・臨床系の准教授以下から各1

名，計2名）　守礼敬人賞（所属は不問で1名）

経緯と効果　相澤元医学部長の提案で始まった。実際の効果はわか

らないが，教育の質向上・改善につながっているはずである。

選出方法　6年生による卒業準備委員が選出している。6年生を対象

にアンケートを実施し，その結果に基づいて，べストティーチャー賞

は基礎 ・ 臨床系から各1名，守礼敬人賞は所属不問で1名を選んでい

る。教員の再選は妨げない。

公表と表彰の方法　謝恩会にて学生から表彰する。記念品は事務室

学生課にて準備する。また，毎年夏に開催されるFD研修会で講演を

行う。

　こうして比べてみると，最も「学生主導」になっているのが医学

部で，選出のためのアンケートの内容は事務室も把握しておらず，選

出結果のみ学生から連絡をもらっているとのことです。医療衛生学

部もほぼ同様に，学生による投票で選んでいます。また，どちらの学

部も，ベストティーチャーを選ぶのは学部の最高学年の学生です。

業評価」の形態の一つと考えられますが，たとえば東京農工大学の

ように，最優秀の教員には研究費と出張費が与えられるという，教員

に対するインセンティブと組み合わせた例もあります。

　本学でのベストティーチャーについて調べたところ，意外にもこ

れを取り入れている学部は多くはありませんでした。選出していた

のは医療衛生学部，海洋生命科学部，医学部の3学部で，そのうちの

海洋生命科学部は「当初の目的が果たされた」として平成24年度か

ら実施しないことを決めています。以下に，その海洋生命科学部も

含めた3学部での実施内容を紹介し，昨年度選出されたベストティー

チャーの中から2名の方のインタビューを掲載します。

　これに対して，海洋生命科学部では授業評価アンケートの結果に

基づいてFD委員会が選出していたので，間接的に全学生が選出に参

加していたことになります。

　公表と表彰の方法については，医療衛生学部では表彰のみですが，医

学部と海洋生命科学部ではFD研修会で講演をしてもらっていました。

FD推進部門長　江川　徹

Questionnaireの翻訳

　著者らは2011年4月13日にMoodle1.9用Questionnaireバージョン 

2008060405の翻訳に着手し，同年7月22日に翻訳を完了した。翻訳し

たファイルは，252個のストリングと38個のヘルプファイルである。

ストリングとは，Questionnaireの画面に現れる英語（ストリング）で

ある。翻訳はすぐにQuestionnaireの言語パックに採用された［5］。

　翻訳にあたり，留意した点は，Moodle 1.9の翻訳との整合性と，アン

ケート要素（質問）の種類を分かりやすく示すアンケート要素の命名

である。作業の分担は（カッコ内は各自の専門），福田（情報科学）が

システムの準備とインストール，吉田光宏氏との連絡ととりまとめ，

小島（高等教育）がアンケート用語のチェック，黒澤（英語）が翻訳，

高橋（情報科学）が動作検証である。翻訳，動作確認と推敲を4回繰

り返して，翻訳を公開した。

　北里大学のMoodleでは最新のFeedbackを利用することができない。

携帯ブラウザ対応のMoodle for Mobileを利用しているためである。そ

のために，高機能で最新のアンケート機能をQuestionnaireとその部分

的な翻訳ファイルで提供していた。Questionnaireに今回の正式翻訳を

組み込んでみると，Questionnaireの使い勝手が格段に良くなったこと

が実感できる。

　北里大学Moodleでは2012年度，Moodle2012からQuestionnaireに今回

の正式翻訳が組み込まれている。使い勝手が非常に良くなったのでア

ンケートが必要な際は是非利用して頂きたい。
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　去る7月13日（金）午後6時から7時半まで，相模原校舎L2号館で第
8回講演会が行われました。講演会としては，遅い時刻の開催でしたが
多くの参加者を集めました。京都大学高等教育研究開発推進センター
教授の松下佳代氏を講師にお迎えして，「学習の質をどう評価するか −
医療教育におけるパフォーマンス評価を中心に−」というテーマでご

講演いただきました。講演内容は，テレビ会議システムにより他のキャ
ンパスへも同時中継されました。
　学習成果を直接的に評価する方法であるパフォーマンス評価につい
て，その特徴，課題，具体的評価事例などが語られ，大変興味深い内容
で，講演後の質疑も活発に行われました。

　平成24年度の新任教員研修が，去る8月1日（水）と2日（木）の両日に
わたり，クロス・ウェーブ府中にて行われました。参加者は34名でした。
　第1日目は北里大学人事部が担当し，午前には藤井清孝理事長と岡安勲 
学長の挨拶と講話，続いて大石茂郎人事担当常任理事の講話がありまし
た。午後からは，日本ODコンサルタンツのトレーナーである近藤裕子
氏による「教員としてのコミュニケーション能力に磨きをかける」を
テーマにした講習と，「私が目指す教員像」についてのフリップトーク・ 
ディスカッションが行われました。夜には，懇親会が開かれました。第
2日目は高等教育開発センターの担当で，最初に本学健康管理センター
の飯田敏晴氏による「最近の学生気質と学生相談の傾向」と題する講

演があり，続く午前の残りと午後を通して，FDワークショップ「学生
とどう向き合うか」を行いました。まずは，鈴木牧彦センター長から

「学生調査結果に見る本学の学生像」の報告があり，続いて野島高彦
センター員による講演「事例紹介 ：SNSによる学生とのコミュニケー
ション」が行われました。その後，高橋勇センター員の指導の下，参加
者は6グループに分かれ，これまで学生と接する中で経験した問題点の
整理，その原因や解決策等を議論し，最後にグループごとに結果を発表
し，質疑応答，講評でグループワークを終了しました。引き続き，高橋
センター員より高等教育開発センターの活動紹介があり，これをもって
全プログラムを終了しました。

第8回高等教育開発センター講演会

平成24年度北里大学新任教員研修を終えて

医療衛生学部
名　称　ベストティーチャー

経緯と効果　教員の教育に対する意識高揚及び大学における全人的

な教育の向上を目的として平成23年度に制度を開始した。効果はま

だ不明。

選出方法　4年生から，所属する学科・専攻教員（教授を除く）1名及

び基礎教育協議会教員1名の合計2名を投票させ，各学科 ・ 専攻，基

礎教育協議会から各1名を選出している。

公表と表彰の方法：学位記授与会場にて教員・学生に公表している。

また，学部長からの表彰を予定している。
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—— まず，教育歴を中心としたこれまでのご略歴を。

　出身は早稲田大学の理工学研究科です。そこで理学博士の学位を取

得し，学術振興会の特別研究員，早大助手を経て，本学の医学部助手と

なり，平成18年4月に講師となりました。

—— ご担当の授業は？

　講師に昇任してから一貫して，2年生前期の解剖学と後期の解剖学

実習を担当しています。どちらも，教授を始めとする他の数名の先生

との分担です。解剖学実習は週4日間あります。

—— その解剖学が先生にとっての初めての授業ということになる訳で

すか？

　そうです。

—— 最初の授業の印象は？

　その前の年からクラス主任をして知っている学生もいたので，冷や

かされたりはしました。

—— 最初の授業で事前に心がけたことは？

　全員の顔と名前を覚えて授業に臨むことにしました。

—— それは，授業をしながら徐々に覚えていくのではなくて……

　違います。授業初日より前に，写真付き学生名簿で覚えました。

—— クラスサイズは？

　1学年合同ですから約120名です。

—— それだけの人数の顔と名前を事前に覚えておくというのは相当大

変なことですね。

　名前を呼ばれると学生は最初は「えっ？」という顔をします。その

びっくりした顔が楽しみだったりしますが，「君々」などと呼ばれるよ

り，名前を呼ばれた方が「ちゃんと自分達を見てくれている」と感じ

てくれます。

—— ではそれが授業の工夫の第一点ということですね。他には？

　まず，人数が多いのでマイクは使いますが，（それだけに頼らず）「う

るさい」と言われるぐらい大きな声でメリハリをつけて話すように心

がけています。それから，話の所々で「脱線」を入れています。

—— 脱線の内容は，日常的な話題やプライベートな話ですか？

　いえ，基本的には授業の内容に即したものです。脱線で話した内容

の方が後々まで印象に残るようなので，脱線の中に重要なポイントを

ちりばめるようなこともします。たとえば，泌尿生殖器の話をする時

に，「自分は腎臓結石を煩った際に非常に苦しい思いを3回した。そ

れは尿管の狭くなっている部位を結石が通過する時に苦しくなるので

あって，それはこの3カ所だよ。」という話をしました。

—— 話を脱線させる頻度やタイミングは？

　前もって決めてはいません。解剖学は間に休み時間を入れてはいま

すが３・４限の2コマ続きの長い授業なので，学生の顔を見て眠くなっ

たり疲れていると思ったら入れるようにしています。

—— その他に工夫は？

—— まず，教育歴を中心としたこれまでのご略歴を。

　本学の医療系研究科にて医学博士の学位を取得しました。博士課程在

学中に他大学の非常勤講師と本学医学部物理学実習，医療衛生学部のシ

ステム工学実習と生体計測装置学実習のTAを経験し，医療衛生学部の

助手，助教を経て，４年前に講師となりました。

—— ご担当の授業は？

　助手，助教時代から現在まで，医療衛生学部の計測工学，生体計測装

置学，システム工学実習，生体計測装置学実習を担当しています。今年

度から物性材料工学も加わりました。医療系研究科では，医用機械工

学，医用生体工学，学群講義，医用機械工学演習，医用生体工学演習を

担当しています。

—— 先生にとっての「はじめての授業」は？

　他大学で非常勤講師として担当した「コンピュータリテラシー」の講

義です。10年前のことになります。

——そのときの対象学生，クラスサイズは？

　1年生で，70名のクラスでした。

—— 「はじめての授業」はいかがでしたか？

　文系の大学で，かつ留学生が多く，「マウスはこう持ちます」という

ところから始めました。日本語が堪能でない学生もいたので，日本語を

ゆっくり話すようにしていました。余りレベルを下げすぎると，日本人

の学生が退屈してしまうので，留学生に対しては休憩時間を利用して

うだったり，記入が早く終わって時間を持て余している学生がいるよう

なときには，授業に関連する雑談をしたりします。

—— そうした工夫は，徐々に取り入れていったのですか？

　はじめは，説明のみ（穴埋めなし）のパワーポイント資料を配布し

ていたのですが，あるとき，学生から「穴埋め方式にしている先生がい

る」と言われ，確かに，書くことによって頭に入るということもあるし，

その方式を取り入れました。雑談も，最初のころは余裕がなくて，タイ

ミングよく盛り込めるようになったのは，比較的最近のことです。

—— 学生が，直接先生にそのような話をしてくるのですか？

　授業が終わっても，しばらく教室に残るようにしています。その方

が研究室に後から訪ねるよりも，学生にとっては話がしやすいようで，

段々と，授業とは直接関係ないことも話してくるようになりました。授

業中でも，休み時間でも，学生の声が直接聞けるような環境づくりを心

がけています。

—— 成績評価はどのようにされているのですか？

　基本的には期末試験で評価しますが，先の配布資料への書き込みを平

常の学習過程をみる資料として参考にすることもあります。

—— 先生が授業で一番大事にしていることは何でしょうか？

　学生とのコミュニケーションです。先程も触れましたが，コミュニ

ケーションをうまくとっていくためには，授業中でも学生が教員に対し

て，声をかけやすいような，発言しやすいような雰囲気づくりが大切だ

と思っています。例えば，「眩しいのでカーテンを閉めてもいいですか」，

「寒いのでクーラーを止めてもいいですか」など，ちょっとしたことが

言いやすい雰囲気を大事にして，同時に室温や日差し等快適な学習環境

を整えることにも気を配るようにしています。

—— 先生にとっての「良い授業」，「理想とする授業」とは？

　「こんな授業ができたらいいな」と思う授業はあります。私が学生時

代に受講した馬渕先生の講義です。とても楽しいものでした。先生は現

在私が所属する研究室の教授です。

—— どんなところが魅力的な授業だったのでしょう？

　私と違って，無理に学生を笑わせようとするわけではないのに，なぜ

か，先生の話は聞いていて面白い。じわじわと伝わってくる楽しさがあ

るのです。先生の人間性の現れなのかもしれませんが，私の目標です。

—— 医療衛生学部でもさまざまなFD活動が行われていますが，先生の

授業改善に役立っていますか？

　実際に役立っていると感じるのは，授業に対することよりも，研究の

場での，いわゆるパワハラやアカハラ，セクハラに関することです。卒

業研究では，一緒にいる時間も長く，関係が密になるので，いろいろと

でも迷っています。

—— 「解剖学」という授業を通じてこれまで学生を見てこられた訳です

が，その間に学生の気質は変わったと思いますか？

　変わったと思います。「個性がなくなってきた」というと少し大げさ

ですが，自分を主張しなくなりました。無口という訳ではなく，こちら

からの問いかけには答えるのですが，向こうから積極的に話してきた

り，教員の言うことに疑問を呈したりすることがなくなってきました。

—— そのような学生との接し方で，心がけていることは？

　「公平に接する」ということです。教員から贔屓にされる学生がいる

と，周囲の学生が嫌な気分になります。頑張っている学生は勿論，そう

でない学生も授業に興味を持ってもらえるように，という考えで誰にで

も公平に親しく接するようにしています。

—— 医学部でも色々なFD活動を行っていますが，これについてのお考

えは？

　先ほども申し上げたように，医学部のFD研修はとても役に立ちまし

た。

—— 最近，「大学の教育の質」というものがこれまで以上に問われるよ

うになってきました。ご自身の学生時代と比べ，今の大学での教育の質

は高まったと思われるでしょうか？

　学部のFDで学んだ手法ですが，質問

をして学生に答えさせる時，周りの座席

の学生と相談してから答えさせるように

しています。一人で考えた結果だと間違えるのが恥ずかしくて答えに

くくても，「周りと相談した結果」なら答えやすいからです。

—— いわゆる「グループ学習」ということですか？

　少し違います。固定したグループではなく，あくまで，その日たまた

ま近い席に座った同士で相談をすると言うことです。

—— 「今どきの学生気質」に合った方法ですね。

　それから，黒板の前に出して答えさせる時は，最初はいわゆる「ク

ラスのお笑い担当」とでも言うべき学生を当てるようにすると，その

後もスムーズにいきます。

—— そういう学生のキャラクターはどのように見分けるのですか？

　前もって学年主任の先生などから情報を仕入れておきます。

—— 色々な工夫をされていますが，これらはどこで身につけられたの

ですか？

　医学部のFD研修会に参加してアドバイスを受けました。この研修

は，毎年夏に一泊二日で行われます。私は講師になった年に参加しま

した。１回の参加人数は数十名で，参加者は皆，熱心に取り組んでいま

す。

　それから，（授業改善には）学生からのフィードバックが一番大きい

です。授業が終わった直後に教室で「あの話はよく分からなかった」

などと話をしてくれる学生もいますし，解剖学実習で学生と身近に接

する中でフィードバックを得ることもあります。

—— 先生にとって「良い授業」とはどのようなものでしょうか？

　自分が学部学生だった時，先生から「考えるきっかけ」を与えられ

ました。「学生が自分で考える」ことが大切で，そのための「きっかけ」

となるのが良い授業だと思っています。

　まとめると，教育の基本的な考え方は学生時代の授業から，テクニ

カルなことは学部FDから，改善は学生からのフィードバックから，と

いう形で今は廻っています。

—— 誰かお手本にしている人はいますか？

　周りの先生の講義はみなすばらしく，とても私がまねできるもので

はありませんので，自分で出来る範囲のことをしています。ただ，「こ

の先生の話は面白いので自分の授業にも取り入れよう」というのはあ

ります。特に臨床の先生から聞いた話を解剖学で紹介すると学生は非

常に興味を持ちます。

—— そのように他の先生から話題を仕入れるのは，どのような機会を

利用するのですか？

　例えば喫煙所での雑談です（笑）

—— これまでの「失敗談」はありますか？

　解剖学は教えることが多く，最初はその取捨選択に困りました。今

フォローするなど，試行錯誤，手探りの状

態でしたが，大変貴重な経験をさせてい

ただいたと思っています。

——教員としての最初の授業で，それはかなり大変でしたね。当時の失

敗談などありますか？

　失敗談ですか？  失敗談は当時だけでなく，今でもあります（笑）。配

布資料の間違えを学生に指摘されることもあります。でも，そんなふう

に授業中であっても学生が私に対して指摘する，発言しやすい雰囲気と

いうものを大事にしています。

—— 本学でご担当の講義（昨年度ベストティーチャー賞の対象となっ

た科目）について教えてください。対象学生とクラスサイズは？

　2，3年生が対象で，いずれも50名前後です。

—— 授業で特に工夫されている点は？

　授業ではパワーポイントを使用し，資料として配布していますが，文字

ばかりでは眠気を誘うので，関連する挿絵や写真を入れるようにしていま

す。また，重要なところを空欄にして，学生自身が講義を聞きながら穴埋

めしていく形式も採っています。到達度チェックのために，それを提出し

てもらうこともありますし，試験対策に役立つようにもしています。

—— その他には？

　授業の途中に，雑談や笑いが取れるような話を入れるようにしていま

す。堅苦しい話ばかりでは飽きてしまうので，学生の様子を見て，眠そ

気をつけるようにしています。

—— 医療衛生学部でも授業評価アンケートを実施していますが，こう

したFD活動はいかがですか？

　役立っています。アンケートの結果を見て，改めるべきところは即，

改善するようにしています。講義を始めて1年目に「声が聞こえない」

という意見をもらったことを今でもよく覚えています。

—— 「高等教育の学び」について先生のお考えは？

　学生は受け身ではなく，能動的であってほしいのですが，能動的な姿勢

に至るまでは，ある程度，教員が学生のモチベーションを高めるような工

夫をする必要があるのではないかと思っています。例えば，難しい話をし

たときには，「身近ではこういうことに利用されているのですよ」と興味

を持たせる，モチベーションを高めるような説明を心がけています。

—— はじめから自力でやりなさいと突き放すのではなくということで

しょうか？

　難しい話から入ってしまうと，学生が引いてしまうので，クラスのレベ

ルよりやや低いところから始めて，最終的には国家試験合格のレベルにま

で持っていくようにしています。授業の始めの5分は高校の復習をして，

その後，大学での学びへと進んでいくといったやり方をしています。

—— ここまでお話を伺って，酒井先生がベストティーチャーにふさわ

しい先生であることが良くわかりましたが，ご自身では選ばれた理由に

ついてどうお考えですか？

　思い当たる節はありません。むしろ，学生から教えられることが多い

というのが実感です。

—— ベストティ－チャー賞は4年生が選ぶということですから，2，3

年生で担当された先生は，学生にとっては印象深い先生であったという

ことですよね。

　「何かあったらいつでも研究室に来てください」と言っていたので，

研究室に授業以外の悩み事を相談に来る学生もいました。幸いクラス

は40名と余り多くなく，さらに実習ではかなり密に接するので，ひとり

ひとりの個性が見えてきて，それぞれのタイプにあわせた対応ができた

のではないかと思っています。そういったことが影響しているのかもし

れません。

——これからどんな授業をしたいですか？

　まだ，学生に硬さがあるように思えます。授業が終わってから質問に

来る学生はいるのですが，授業中に質問してくれれば，他の学生にとっ

てもそれは役立つことになります。授業中であっても，質問や意見を言

いやすい環境づくりをさらに進めていきたいと思っています。

——どうもありがとうございました。

　「教える側も勉強しなければ」という意識をもって教育に当たってい

るので，教育の質は良くなっていると思います。医学部のFD研修に学

生が参加したことがあって，「自分達に教えるために先生達がこんなに

一生懸命勉強しているのか」と驚いていました。学生時代に指導教員か

ら「教育と研究の両方が出来て初めて大学の教員なのだ」と言われたこ

とが印象に残っていて，本学に来てからも教育にも力を入れています。

—— ここまでお話を伺って，新井先生がベストティーチャーにふさわ

しい先生であることが良くわかりましたが，ご自身では選ばれた理由に

ついてどうお考えですか？

　多分，講義そのものが評価されたのではないとおもいます。むしろ3

年生に進級して以降も，学生と接する機会を大切にし，相談に乗ったり

してきたためではないかと思います。

—— これからどんな授業をしたいですか？

　まだ模索中です。経験も知識も乏しい私などが「完成された授業」を

するのはまだまだ無理なことだと思っています。逆に，私の教え方が完

璧なものでなくても，それによって学生が疑問を持ち，自分で学んで解

決する，その様なことができる学生が増えてくれれば良いと思います。

大学はあくまで「自分で学ぶ」場所ですから。

—— ありがとうございました。

医学部　講師（解剖学）　新井　雄太

医療衛生学部　講師（臨床工学）　酒井　利奈

ベストティーチャーに聞く　その 1

ベストティーチャーに聞く　その 2

特 集　ベストティーチャー

3 5 6

インタビューを終えて
　120人近いクラスの学生の顔と名前を覚えて授業初日に臨む姿勢

や，学生のそれぞれの個性に応じた対応など，学生とより良くコミュ

ニケーションをとるために，実にきめ細かな対応，心配りをされてい

ることに驚かされた。ベストティーチャーは，医学部では6年生，医

療衛生学部では4年生の投票によって選ばれる。お二人の先生は，主

に2年生や3年生の授業を担当しておられるにもかかわらず選出され

た訳だが，時が経っても，良い教師として学生の記憶に残っているの

もうなずける話である。また，学部のFD研修会が役に立ったことを強

調されていたことも印象に残っている。今後は学部ごとのこのような

FD研修会の詳しい内容についても伝えていきたい。

Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備

　Moodle（ムードル）はオーストラリアで開発されたWebブラウ

ザで授業支援を行うオープンソースソフトウエアである。Moodle

は，多くの言語に翻訳され，国内外の大学で，コース管理システ

ム（CMS, Course Management System），学習管理システム（LMS, 

Learning Management System），仮想学習環境 (VLE, Virtual Learning 

Environment)として利用されている［2］。

　北里大学でも，高等教育開発センターが2007年度にMoodleの試験的

な運用を開始し，2008年度からは全学で利用できる環境を整え，現在

では，各学部，大学院研究科（一般教育部，看護学部，理学部，医療衛

生学部，大学院医療系研究科など）で利用されている［3］。2012年1月

10日現在，北里大学でMoodleを利用している授業（あるいは講習会）

は58コースある。

　ここでは，Moodleの提供する様々な機能のうち，アンケート機能に

ついて，その日本語環境を中心に報告する。これは，Moodleが複数の

似たようなアンケート機能を持っていて，それらの機能がまだ比較整

理されておらず分かりにくいことと，重要なアンケート機能の1つが

日本語に翻訳されていないからである。そして，翻訳されていないア

ンケートについて，2011年に高等教育開発センター e-learningプロジェ

クトが公式翻訳を行ったので，その作業経過も報告する。

Moodleとアンケート機能

　Moodleは，オーストラリアのカーティン工科大学に在籍していた

Martin Dougiamas氏が1999年に開発を開始し，現在も同氏が開発の指

揮をしている。現在公式サイトMoodle.org［2］から入手できるバージョ

ンは，開発の終わったバージョン1.6.9，1.7.7，1.8.14，セキュリティ確

保のための保守のみが行われているバージョン1.9.16+と2.0.7，そして

開発中のバージョン2.1.4と2.2.1である。

　つまり，現在も保守されていて，安全に利用できるMoodleはバー

ジョン1.9.x, 2.0.x, 2.1.x, 2.2.xの4種類である。図1に，Moodle.orgに

登録した世界中のMoodleのバージョン分布を示す［4］。公開後すでに1

年以上経つが，バージョン2.X.xはまだほとんど使われておらず，バー

ジョン1.9.xがMoodleの主役であることがわかる。

　Moodleのアンケート機能について，公開されている最も古いバー

ジョン1.6.x以降の状況を述べる。まず，Moodle本体にはChoiceという

多岐選択の択一投票のごく簡単なアンケート機能と，調査項目の固定

された定型アンケートを提供するSurveyが内蔵されている。Choiceは

「投票」，Surveyは「調査」と翻訳されている。

　Choiceは非常に単純で，Surveyは固定的であるため，Moodle本体と

は別に，後付（プラグインモジュールと呼ばれる）する形で高機能な2

種類のアンケートが開発された。1つは，Mike Churchward氏によって

開発されたQuestionnaire，もうひとつは，Andrea Grabs氏によって開

発されたFeedbackである。Questionnaireははじめ「質問」と翻訳され

ていたがMoodle1.5.x用のバージョン1.2（2004090901）から「アンケー

ト」と訳されるようになった。Feedbackはそのまま片仮名で「フィー

ドバック」と翻訳されている。なおFeedbackは，Moodle 2.0でSurvey

と同じようにMoodle本体に統合された。

　 こ の よ う に， 現 在Moodleで は，Choice，Survey，Questionnaire，

Feedbackという4種類のアンケート機能が提供されている。将来計画

では，Moodleバージョン2.XでQuestionnaireとFeedbackをSurveyに統

合することになっている。

　これら4種類のアンケート機能の日本語への対応状況である

が，Choice，SurveyとFeedbackはMoodle日 本 語 翻 訳 者（The official 

translator for Moodle）吉田光宏氏によって日本語化（翻訳）されてお

り，日本語Moodleで違和感なく使うことができる。

　一方，Questionnaireについては，Moodle1.5.x用のバージョン1.2

（2004090901）のTetsuya Aoyagi氏の翻訳に，吉田光宏氏が修正を加え

たものを最後に，正式に公開された日本語翻訳が存在しない。ただし，

最も利用されているMoodle 1.9.x用のQuestionnaireには，三重大学の部

分的な翻訳があり，それをコピーして利用することは可能である。

　2011年4月11日に我々は吉田光宏氏にMoodle 1.9用のQuestionnaire

の翻訳について問い合わせ，「誰かがボランタリーに翻訳するまで翻訳

はされない」ということを知らされた。北里大学ではMoodle 1.9.xを

全学で教育に利用しているため，この機会に，オープンソースソフト

ウェアへの貢献を兼ねて，独自に翻訳を行うことにした。

高等教育開発センター e- learningプロジェクト　福田　宏　小島佐恵子　黒澤　麻美　高橋　勇

（北里大学一般教育紀要［1］より抜粋，一部修正）

1.9.x

2.0.x
2.1.x

1.4.x

1.5.x

1.6.x

1.7.x

1.8.x

Other

All Moodle registrations by version

図1　Moodleのバージョン分布　 [4]より転載
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—— まず，教育歴を中心としたこれまでのご略歴を。

　出身は早稲田大学の理工学研究科です。そこで理学博士の学位を取

得し，学術振興会の特別研究員，早大助手を経て，本学の医学部助手と

なり，平成18年4月に講師となりました。

—— ご担当の授業は？

　講師に昇任してから一貫して，2年生前期の解剖学と後期の解剖学

実習を担当しています。どちらも，教授を始めとする他の数名の先生

との分担です。解剖学実習は週4日間あります。

—— その解剖学が先生にとっての初めての授業ということになる訳で

すか？

　そうです。

—— 最初の授業の印象は？

　その前の年からクラス主任をして知っている学生もいたので，冷や

かされたりはしました。

—— 最初の授業で事前に心がけたことは？

　全員の顔と名前を覚えて授業に臨むことにしました。

—— それは，授業をしながら徐々に覚えていくのではなくて……

　違います。授業初日より前に，写真付き学生名簿で覚えました。

—— クラスサイズは？

　1学年合同ですから約120名です。

—— それだけの人数の顔と名前を事前に覚えておくというのは相当大

変なことですね。

　名前を呼ばれると学生は最初は「えっ？」という顔をします。その

びっくりした顔が楽しみだったりしますが，「君々」などと呼ばれるよ

り，名前を呼ばれた方が「ちゃんと自分達を見てくれている」と感じ

てくれます。

—— ではそれが授業の工夫の第一点ということですね。他には？

　まず，人数が多いのでマイクは使いますが，（それだけに頼らず）「う

るさい」と言われるぐらい大きな声でメリハリをつけて話すように心

がけています。それから，話の所々で「脱線」を入れています。

—— 脱線の内容は，日常的な話題やプライベートな話ですか？

　いえ，基本的には授業の内容に即したものです。脱線で話した内容

の方が後々まで印象に残るようなので，脱線の中に重要なポイントを

ちりばめるようなこともします。たとえば，泌尿生殖器の話をする時

に，「自分は腎臓結石を煩った際に非常に苦しい思いを3回した。そ

れは尿管の狭くなっている部位を結石が通過する時に苦しくなるので

あって，それはこの3カ所だよ。」という話をしました。

—— 話を脱線させる頻度やタイミングは？

　前もって決めてはいません。解剖学は間に休み時間を入れてはいま

すが３・４限の2コマ続きの長い授業なので，学生の顔を見て眠くなっ

たり疲れていると思ったら入れるようにしています。

—— その他に工夫は？

—— まず，教育歴を中心としたこれまでのご略歴を。

　本学の医療系研究科にて医学博士の学位を取得しました。博士課程在

学中に他大学の非常勤講師と本学医学部物理学実習，医療衛生学部のシ

ステム工学実習と生体計測装置学実習のTAを経験し，医療衛生学部の

助手，助教を経て，４年前に講師となりました。

—— ご担当の授業は？

　助手，助教時代から現在まで，医療衛生学部の計測工学，生体計測装

置学，システム工学実習，生体計測装置学実習を担当しています。今年

度から物性材料工学も加わりました。医療系研究科では，医用機械工

学，医用生体工学，学群講義，医用機械工学演習，医用生体工学演習を

担当しています。

—— 先生にとっての「はじめての授業」は？

　他大学で非常勤講師として担当した「コンピュータリテラシー」の講

義です。10年前のことになります。

——そのときの対象学生，クラスサイズは？

　1年生で，70名のクラスでした。

—— 「はじめての授業」はいかがでしたか？

　文系の大学で，かつ留学生が多く，「マウスはこう持ちます」という

ところから始めました。日本語が堪能でない学生もいたので，日本語を

ゆっくり話すようにしていました。余りレベルを下げすぎると，日本人

の学生が退屈してしまうので，留学生に対しては休憩時間を利用して

うだったり，記入が早く終わって時間を持て余している学生がいるよう

なときには，授業に関連する雑談をしたりします。

—— そうした工夫は，徐々に取り入れていったのですか？

　はじめは，説明のみ（穴埋めなし）のパワーポイント資料を配布し

ていたのですが，あるとき，学生から「穴埋め方式にしている先生がい

る」と言われ，確かに，書くことによって頭に入るということもあるし，

その方式を取り入れました。雑談も，最初のころは余裕がなくて，タイ

ミングよく盛り込めるようになったのは，比較的最近のことです。

—— 学生が，直接先生にそのような話をしてくるのですか？

　授業が終わっても，しばらく教室に残るようにしています。その方

が研究室に後から訪ねるよりも，学生にとっては話がしやすいようで，

段々と，授業とは直接関係ないことも話してくるようになりました。授

業中でも，休み時間でも，学生の声が直接聞けるような環境づくりを心

がけています。

—— 成績評価はどのようにされているのですか？

　基本的には期末試験で評価しますが，先の配布資料への書き込みを平

常の学習過程をみる資料として参考にすることもあります。

—— 先生が授業で一番大事にしていることは何でしょうか？

　学生とのコミュニケーションです。先程も触れましたが，コミュニ

ケーションをうまくとっていくためには，授業中でも学生が教員に対し

て，声をかけやすいような，発言しやすいような雰囲気づくりが大切だ

と思っています。例えば，「眩しいのでカーテンを閉めてもいいですか」，

「寒いのでクーラーを止めてもいいですか」など，ちょっとしたことが

言いやすい雰囲気を大事にして，同時に室温や日差し等快適な学習環境

を整えることにも気を配るようにしています。

—— 先生にとっての「良い授業」，「理想とする授業」とは？

　「こんな授業ができたらいいな」と思う授業はあります。私が学生時

代に受講した馬渕先生の講義です。とても楽しいものでした。先生は現

在私が所属する研究室の教授です。

—— どんなところが魅力的な授業だったのでしょう？

　私と違って，無理に学生を笑わせようとするわけではないのに，なぜ

か，先生の話は聞いていて面白い。じわじわと伝わってくる楽しさがあ

るのです。先生の人間性の現れなのかもしれませんが，私の目標です。

—— 医療衛生学部でもさまざまなFD活動が行われていますが，先生の

授業改善に役立っていますか？

　実際に役立っていると感じるのは，授業に対することよりも，研究の

場での，いわゆるパワハラやアカハラ，セクハラに関することです。卒

業研究では，一緒にいる時間も長く，関係が密になるので，いろいろと

でも迷っています。

—— 「解剖学」という授業を通じてこれまで学生を見てこられた訳です

が，その間に学生の気質は変わったと思いますか？

　変わったと思います。「個性がなくなってきた」というと少し大げさ

ですが，自分を主張しなくなりました。無口という訳ではなく，こちら

からの問いかけには答えるのですが，向こうから積極的に話してきた

り，教員の言うことに疑問を呈したりすることがなくなってきました。

—— そのような学生との接し方で，心がけていることは？

　「公平に接する」ということです。教員から贔屓にされる学生がいる

と，周囲の学生が嫌な気分になります。頑張っている学生は勿論，そう

でない学生も授業に興味を持ってもらえるように，という考えで誰にで

も公平に親しく接するようにしています。

—— 医学部でも色々なFD活動を行っていますが，これについてのお考

えは？

　先ほども申し上げたように，医学部のFD研修はとても役に立ちまし

た。

—— 最近，「大学の教育の質」というものがこれまで以上に問われるよ

うになってきました。ご自身の学生時代と比べ，今の大学での教育の質

は高まったと思われるでしょうか？

　学部のFDで学んだ手法ですが，質問

をして学生に答えさせる時，周りの座席

の学生と相談してから答えさせるように

しています。一人で考えた結果だと間違えるのが恥ずかしくて答えに

くくても，「周りと相談した結果」なら答えやすいからです。

—— いわゆる「グループ学習」ということですか？

　少し違います。固定したグループではなく，あくまで，その日たまた

ま近い席に座った同士で相談をすると言うことです。

—— 「今どきの学生気質」に合った方法ですね。

　それから，黒板の前に出して答えさせる時は，最初はいわゆる「ク

ラスのお笑い担当」とでも言うべき学生を当てるようにすると，その

後もスムーズにいきます。

—— そういう学生のキャラクターはどのように見分けるのですか？

　前もって学年主任の先生などから情報を仕入れておきます。

—— 色々な工夫をされていますが，これらはどこで身につけられたの

ですか？

　医学部のFD研修会に参加してアドバイスを受けました。この研修

は，毎年夏に一泊二日で行われます。私は講師になった年に参加しま

した。１回の参加人数は数十名で，参加者は皆，熱心に取り組んでいま

す。

　それから，（授業改善には）学生からのフィードバックが一番大きい

です。授業が終わった直後に教室で「あの話はよく分からなかった」

などと話をしてくれる学生もいますし，解剖学実習で学生と身近に接

する中でフィードバックを得ることもあります。

—— 先生にとって「良い授業」とはどのようなものでしょうか？

　自分が学部学生だった時，先生から「考えるきっかけ」を与えられ

ました。「学生が自分で考える」ことが大切で，そのための「きっかけ」

となるのが良い授業だと思っています。

　まとめると，教育の基本的な考え方は学生時代の授業から，テクニ

カルなことは学部FDから，改善は学生からのフィードバックから，と

いう形で今は廻っています。

—— 誰かお手本にしている人はいますか？

　周りの先生の講義はみなすばらしく，とても私がまねできるもので

はありませんので，自分で出来る範囲のことをしています。ただ，「こ

の先生の話は面白いので自分の授業にも取り入れよう」というのはあ

ります。特に臨床の先生から聞いた話を解剖学で紹介すると学生は非

常に興味を持ちます。

—— そのように他の先生から話題を仕入れるのは，どのような機会を

利用するのですか？

　例えば喫煙所での雑談です（笑）

—— これまでの「失敗談」はありますか？

　解剖学は教えることが多く，最初はその取捨選択に困りました。今

フォローするなど，試行錯誤，手探りの状

態でしたが，大変貴重な経験をさせてい

ただいたと思っています。

——教員としての最初の授業で，それはかなり大変でしたね。当時の失

敗談などありますか？

　失敗談ですか？  失敗談は当時だけでなく，今でもあります（笑）。配

布資料の間違えを学生に指摘されることもあります。でも，そんなふう

に授業中であっても学生が私に対して指摘する，発言しやすい雰囲気と

いうものを大事にしています。

—— 本学でご担当の講義（昨年度ベストティーチャー賞の対象となっ

た科目）について教えてください。対象学生とクラスサイズは？

　2，3年生が対象で，いずれも50名前後です。

—— 授業で特に工夫されている点は？

　授業ではパワーポイントを使用し，資料として配布していますが，文字

ばかりでは眠気を誘うので，関連する挿絵や写真を入れるようにしていま

す。また，重要なところを空欄にして，学生自身が講義を聞きながら穴埋

めしていく形式も採っています。到達度チェックのために，それを提出し

てもらうこともありますし，試験対策に役立つようにもしています。

—— その他には？

　授業の途中に，雑談や笑いが取れるような話を入れるようにしていま

す。堅苦しい話ばかりでは飽きてしまうので，学生の様子を見て，眠そ

気をつけるようにしています。

—— 医療衛生学部でも授業評価アンケートを実施していますが，こう

したFD活動はいかがですか？

　役立っています。アンケートの結果を見て，改めるべきところは即，

改善するようにしています。講義を始めて1年目に「声が聞こえない」

という意見をもらったことを今でもよく覚えています。

—— 「高等教育の学び」について先生のお考えは？

　学生は受け身ではなく，能動的であってほしいのですが，能動的な姿勢

に至るまでは，ある程度，教員が学生のモチベーションを高めるような工

夫をする必要があるのではないかと思っています。例えば，難しい話をし

たときには，「身近ではこういうことに利用されているのですよ」と興味

を持たせる，モチベーションを高めるような説明を心がけています。

—— はじめから自力でやりなさいと突き放すのではなくということで

しょうか？

　難しい話から入ってしまうと，学生が引いてしまうので，クラスのレベ

ルよりやや低いところから始めて，最終的には国家試験合格のレベルにま

で持っていくようにしています。授業の始めの5分は高校の復習をして，

その後，大学での学びへと進んでいくといったやり方をしています。

—— ここまでお話を伺って，酒井先生がベストティーチャーにふさわ

しい先生であることが良くわかりましたが，ご自身では選ばれた理由に

ついてどうお考えですか？

　思い当たる節はありません。むしろ，学生から教えられることが多い

というのが実感です。

—— ベストティ－チャー賞は4年生が選ぶということですから，2，3

年生で担当された先生は，学生にとっては印象深い先生であったという

ことですよね。

　「何かあったらいつでも研究室に来てください」と言っていたので，

研究室に授業以外の悩み事を相談に来る学生もいました。幸いクラス

は40名と余り多くなく，さらに実習ではかなり密に接するので，ひとり

ひとりの個性が見えてきて，それぞれのタイプにあわせた対応ができた

のではないかと思っています。そういったことが影響しているのかもし

れません。

——これからどんな授業をしたいですか？

　まだ，学生に硬さがあるように思えます。授業が終わってから質問に

来る学生はいるのですが，授業中に質問してくれれば，他の学生にとっ

てもそれは役立つことになります。授業中であっても，質問や意見を言

いやすい環境づくりをさらに進めていきたいと思っています。

——どうもありがとうございました。

　「教える側も勉強しなければ」という意識をもって教育に当たってい

るので，教育の質は良くなっていると思います。医学部のFD研修に学

生が参加したことがあって，「自分達に教えるために先生達がこんなに

一生懸命勉強しているのか」と驚いていました。学生時代に指導教員か

ら「教育と研究の両方が出来て初めて大学の教員なのだ」と言われたこ

とが印象に残っていて，本学に来てからも教育にも力を入れています。

—— ここまでお話を伺って，新井先生がベストティーチャーにふさわ

しい先生であることが良くわかりましたが，ご自身では選ばれた理由に

ついてどうお考えですか？

　多分，講義そのものが評価されたのではないとおもいます。むしろ3

年生に進級して以降も，学生と接する機会を大切にし，相談に乗ったり

してきたためではないかと思います。

—— これからどんな授業をしたいですか？

　まだ模索中です。経験も知識も乏しい私などが「完成された授業」を

するのはまだまだ無理なことだと思っています。逆に，私の教え方が完

璧なものでなくても，それによって学生が疑問を持ち，自分で学んで解

決する，その様なことができる学生が増えてくれれば良いと思います。

大学はあくまで「自分で学ぶ」場所ですから。

—— ありがとうございました。

医学部　講師（解剖学）　新井　雄太

医療衛生学部　講師（臨床工学）　酒井　利奈

ベストティーチャーに聞く　その 1

ベストティーチャーに聞く　その 2

特 集　ベストティーチャー

3 5 6

インタビューを終えて
　120人近いクラスの学生の顔と名前を覚えて授業初日に臨む姿勢

や，学生のそれぞれの個性に応じた対応など，学生とより良くコミュ

ニケーションをとるために，実にきめ細かな対応，心配りをされてい

ることに驚かされた。ベストティーチャーは，医学部では6年生，医

療衛生学部では4年生の投票によって選ばれる。お二人の先生は，主

に2年生や3年生の授業を担当しておられるにもかかわらず選出され

た訳だが，時が経っても，良い教師として学生の記憶に残っているの

もうなずける話である。また，学部のFD研修会が役に立ったことを強

調されていたことも印象に残っている。今後は学部ごとのこのような

FD研修会の詳しい内容についても伝えていきたい。

Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備

　Moodle（ムードル）はオーストラリアで開発されたWebブラウ

ザで授業支援を行うオープンソースソフトウエアである。Moodle

は，多くの言語に翻訳され，国内外の大学で，コース管理システ

ム（CMS, Course Management System），学習管理システム（LMS, 

Learning Management System），仮想学習環境 (VLE, Virtual Learning 

Environment)として利用されている［2］。

　北里大学でも，高等教育開発センターが2007年度にMoodleの試験的

な運用を開始し，2008年度からは全学で利用できる環境を整え，現在

では，各学部，大学院研究科（一般教育部，看護学部，理学部，医療衛

生学部，大学院医療系研究科など）で利用されている［3］。2012年1月

10日現在，北里大学でMoodleを利用している授業（あるいは講習会）

は58コースある。

　ここでは，Moodleの提供する様々な機能のうち，アンケート機能に

ついて，その日本語環境を中心に報告する。これは，Moodleが複数の

似たようなアンケート機能を持っていて，それらの機能がまだ比較整

理されておらず分かりにくいことと，重要なアンケート機能の1つが

日本語に翻訳されていないからである。そして，翻訳されていないア

ンケートについて，2011年に高等教育開発センター e-learningプロジェ

クトが公式翻訳を行ったので，その作業経過も報告する。

Moodleとアンケート機能

　Moodleは，オーストラリアのカーティン工科大学に在籍していた

Martin Dougiamas氏が1999年に開発を開始し，現在も同氏が開発の指

揮をしている。現在公式サイトMoodle.org［2］から入手できるバージョ

ンは，開発の終わったバージョン1.6.9，1.7.7，1.8.14，セキュリティ確

保のための保守のみが行われているバージョン1.9.16+と2.0.7，そして

開発中のバージョン2.1.4と2.2.1である。

　つまり，現在も保守されていて，安全に利用できるMoodleはバー

ジョン1.9.x, 2.0.x, 2.1.x, 2.2.xの4種類である。図1に，Moodle.orgに

登録した世界中のMoodleのバージョン分布を示す［4］。公開後すでに1

年以上経つが，バージョン2.X.xはまだほとんど使われておらず，バー

ジョン1.9.xがMoodleの主役であることがわかる。

　Moodleのアンケート機能について，公開されている最も古いバー

ジョン1.6.x以降の状況を述べる。まず，Moodle本体にはChoiceという

多岐選択の択一投票のごく簡単なアンケート機能と，調査項目の固定

された定型アンケートを提供するSurveyが内蔵されている。Choiceは

「投票」，Surveyは「調査」と翻訳されている。

　Choiceは非常に単純で，Surveyは固定的であるため，Moodle本体と

は別に，後付（プラグインモジュールと呼ばれる）する形で高機能な2

種類のアンケートが開発された。1つは，Mike Churchward氏によって

開発されたQuestionnaire，もうひとつは，Andrea Grabs氏によって開

発されたFeedbackである。Questionnaireははじめ「質問」と翻訳され

ていたがMoodle1.5.x用のバージョン1.2（2004090901）から「アンケー

ト」と訳されるようになった。Feedbackはそのまま片仮名で「フィー

ドバック」と翻訳されている。なおFeedbackは，Moodle 2.0でSurvey

と同じようにMoodle本体に統合された。

　 こ の よ う に， 現 在Moodleで は，Choice，Survey，Questionnaire，

Feedbackという4種類のアンケート機能が提供されている。将来計画

では，Moodleバージョン2.XでQuestionnaireとFeedbackをSurveyに統

合することになっている。

　これら4種類のアンケート機能の日本語への対応状況である

が，Choice，SurveyとFeedbackはMoodle日 本 語 翻 訳 者（The official 

translator for Moodle）吉田光宏氏によって日本語化（翻訳）されてお

り，日本語Moodleで違和感なく使うことができる。

　一方，Questionnaireについては，Moodle1.5.x用のバージョン1.2

（2004090901）のTetsuya Aoyagi氏の翻訳に，吉田光宏氏が修正を加え

たものを最後に，正式に公開された日本語翻訳が存在しない。ただし，

最も利用されているMoodle 1.9.x用のQuestionnaireには，三重大学の部

分的な翻訳があり，それをコピーして利用することは可能である。

　2011年4月11日に我々は吉田光宏氏にMoodle 1.9用のQuestionnaire

の翻訳について問い合わせ，「誰かがボランタリーに翻訳するまで翻訳

はされない」ということを知らされた。北里大学ではMoodle 1.9.xを

全学で教育に利用しているため，この機会に，オープンソースソフト

ウェアへの貢献を兼ねて，独自に翻訳を行うことにした。

高等教育開発センター e- learningプロジェクト　福田　宏　小島佐恵子　黒澤　麻美　高橋　勇

（北里大学一般教育紀要［1］より抜粋，一部修正）

1.9.x

2.0.x
2.1.x

1.4.x

1.5.x

1.6.x

1.7.x

1.8.x

Other

All Moodle registrations by version

図1　Moodleのバージョン分布　 [4]より転載
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—— まず，教育歴を中心としたこれまでのご略歴を。

　出身は早稲田大学の理工学研究科です。そこで理学博士の学位を取

得し，学術振興会の特別研究員，早大助手を経て，本学の医学部助手と

なり，平成18年4月に講師となりました。

—— ご担当の授業は？

　講師に昇任してから一貫して，2年生前期の解剖学と後期の解剖学

実習を担当しています。どちらも，教授を始めとする他の数名の先生

との分担です。解剖学実習は週4日間あります。

—— その解剖学が先生にとっての初めての授業ということになる訳で

すか？

　そうです。

—— 最初の授業の印象は？

　その前の年からクラス主任をして知っている学生もいたので，冷や

かされたりはしました。

—— 最初の授業で事前に心がけたことは？

　全員の顔と名前を覚えて授業に臨むことにしました。

—— それは，授業をしながら徐々に覚えていくのではなくて……

　違います。授業初日より前に，写真付き学生名簿で覚えました。

—— クラスサイズは？

　1学年合同ですから約120名です。

—— それだけの人数の顔と名前を事前に覚えておくというのは相当大

変なことですね。

　名前を呼ばれると学生は最初は「えっ？」という顔をします。その

びっくりした顔が楽しみだったりしますが，「君々」などと呼ばれるよ

り，名前を呼ばれた方が「ちゃんと自分達を見てくれている」と感じ

てくれます。

—— ではそれが授業の工夫の第一点ということですね。他には？

　まず，人数が多いのでマイクは使いますが，（それだけに頼らず）「う

るさい」と言われるぐらい大きな声でメリハリをつけて話すように心

がけています。それから，話の所々で「脱線」を入れています。

—— 脱線の内容は，日常的な話題やプライベートな話ですか？

　いえ，基本的には授業の内容に即したものです。脱線で話した内容

の方が後々まで印象に残るようなので，脱線の中に重要なポイントを

ちりばめるようなこともします。たとえば，泌尿生殖器の話をする時

に，「自分は腎臓結石を煩った際に非常に苦しい思いを3回した。そ

れは尿管の狭くなっている部位を結石が通過する時に苦しくなるので

あって，それはこの3カ所だよ。」という話をしました。

—— 話を脱線させる頻度やタイミングは？

　前もって決めてはいません。解剖学は間に休み時間を入れてはいま

すが３・４限の2コマ続きの長い授業なので，学生の顔を見て眠くなっ

たり疲れていると思ったら入れるようにしています。

—— その他に工夫は？

—— まず，教育歴を中心としたこれまでのご略歴を。

　本学の医療系研究科にて医学博士の学位を取得しました。博士課程在

学中に他大学の非常勤講師と本学医学部物理学実習，医療衛生学部のシ

ステム工学実習と生体計測装置学実習のTAを経験し，医療衛生学部の

助手，助教を経て，４年前に講師となりました。

—— ご担当の授業は？

　助手，助教時代から現在まで，医療衛生学部の計測工学，生体計測装

置学，システム工学実習，生体計測装置学実習を担当しています。今年

度から物性材料工学も加わりました。医療系研究科では，医用機械工

学，医用生体工学，学群講義，医用機械工学演習，医用生体工学演習を

担当しています。

—— 先生にとっての「はじめての授業」は？

　他大学で非常勤講師として担当した「コンピュータリテラシー」の講

義です。10年前のことになります。

——そのときの対象学生，クラスサイズは？

　1年生で，70名のクラスでした。

—— 「はじめての授業」はいかがでしたか？

　文系の大学で，かつ留学生が多く，「マウスはこう持ちます」という

ところから始めました。日本語が堪能でない学生もいたので，日本語を

ゆっくり話すようにしていました。余りレベルを下げすぎると，日本人

の学生が退屈してしまうので，留学生に対しては休憩時間を利用して

うだったり，記入が早く終わって時間を持て余している学生がいるよう

なときには，授業に関連する雑談をしたりします。

—— そうした工夫は，徐々に取り入れていったのですか？

　はじめは，説明のみ（穴埋めなし）のパワーポイント資料を配布し

ていたのですが，あるとき，学生から「穴埋め方式にしている先生がい

る」と言われ，確かに，書くことによって頭に入るということもあるし，

その方式を取り入れました。雑談も，最初のころは余裕がなくて，タイ

ミングよく盛り込めるようになったのは，比較的最近のことです。

—— 学生が，直接先生にそのような話をしてくるのですか？

　授業が終わっても，しばらく教室に残るようにしています。その方

が研究室に後から訪ねるよりも，学生にとっては話がしやすいようで，

段々と，授業とは直接関係ないことも話してくるようになりました。授

業中でも，休み時間でも，学生の声が直接聞けるような環境づくりを心

がけています。

—— 成績評価はどのようにされているのですか？

　基本的には期末試験で評価しますが，先の配布資料への書き込みを平

常の学習過程をみる資料として参考にすることもあります。

—— 先生が授業で一番大事にしていることは何でしょうか？

　学生とのコミュニケーションです。先程も触れましたが，コミュニ

ケーションをうまくとっていくためには，授業中でも学生が教員に対し

て，声をかけやすいような，発言しやすいような雰囲気づくりが大切だ

と思っています。例えば，「眩しいのでカーテンを閉めてもいいですか」，

「寒いのでクーラーを止めてもいいですか」など，ちょっとしたことが

言いやすい雰囲気を大事にして，同時に室温や日差し等快適な学習環境

を整えることにも気を配るようにしています。

—— 先生にとっての「良い授業」，「理想とする授業」とは？

　「こんな授業ができたらいいな」と思う授業はあります。私が学生時

代に受講した馬渕先生の講義です。とても楽しいものでした。先生は現

在私が所属する研究室の教授です。

—— どんなところが魅力的な授業だったのでしょう？

　私と違って，無理に学生を笑わせようとするわけではないのに，なぜ

か，先生の話は聞いていて面白い。じわじわと伝わってくる楽しさがあ

るのです。先生の人間性の現れなのかもしれませんが，私の目標です。

—— 医療衛生学部でもさまざまなFD活動が行われていますが，先生の

授業改善に役立っていますか？

　実際に役立っていると感じるのは，授業に対することよりも，研究の

場での，いわゆるパワハラやアカハラ，セクハラに関することです。卒

業研究では，一緒にいる時間も長く，関係が密になるので，いろいろと

でも迷っています。

—— 「解剖学」という授業を通じてこれまで学生を見てこられた訳です

が，その間に学生の気質は変わったと思いますか？

　変わったと思います。「個性がなくなってきた」というと少し大げさ

ですが，自分を主張しなくなりました。無口という訳ではなく，こちら

からの問いかけには答えるのですが，向こうから積極的に話してきた

り，教員の言うことに疑問を呈したりすることがなくなってきました。

—— そのような学生との接し方で，心がけていることは？

　「公平に接する」ということです。教員から贔屓にされる学生がいる

と，周囲の学生が嫌な気分になります。頑張っている学生は勿論，そう

でない学生も授業に興味を持ってもらえるように，という考えで誰にで

も公平に親しく接するようにしています。

—— 医学部でも色々なFD活動を行っていますが，これについてのお考

えは？

　先ほども申し上げたように，医学部のFD研修はとても役に立ちまし

た。

—— 最近，「大学の教育の質」というものがこれまで以上に問われるよ

うになってきました。ご自身の学生時代と比べ，今の大学での教育の質

は高まったと思われるでしょうか？

　学部のFDで学んだ手法ですが，質問

をして学生に答えさせる時，周りの座席

の学生と相談してから答えさせるように

しています。一人で考えた結果だと間違えるのが恥ずかしくて答えに

くくても，「周りと相談した結果」なら答えやすいからです。

—— いわゆる「グループ学習」ということですか？

　少し違います。固定したグループではなく，あくまで，その日たまた

ま近い席に座った同士で相談をすると言うことです。

—— 「今どきの学生気質」に合った方法ですね。

　それから，黒板の前に出して答えさせる時は，最初はいわゆる「ク

ラスのお笑い担当」とでも言うべき学生を当てるようにすると，その

後もスムーズにいきます。

—— そういう学生のキャラクターはどのように見分けるのですか？

　前もって学年主任の先生などから情報を仕入れておきます。

—— 色々な工夫をされていますが，これらはどこで身につけられたの

ですか？

　医学部のFD研修会に参加してアドバイスを受けました。この研修

は，毎年夏に一泊二日で行われます。私は講師になった年に参加しま

した。１回の参加人数は数十名で，参加者は皆，熱心に取り組んでいま

す。

　それから，（授業改善には）学生からのフィードバックが一番大きい

です。授業が終わった直後に教室で「あの話はよく分からなかった」

などと話をしてくれる学生もいますし，解剖学実習で学生と身近に接

する中でフィードバックを得ることもあります。

—— 先生にとって「良い授業」とはどのようなものでしょうか？

　自分が学部学生だった時，先生から「考えるきっかけ」を与えられ

ました。「学生が自分で考える」ことが大切で，そのための「きっかけ」

となるのが良い授業だと思っています。

　まとめると，教育の基本的な考え方は学生時代の授業から，テクニ

カルなことは学部FDから，改善は学生からのフィードバックから，と

いう形で今は廻っています。

—— 誰かお手本にしている人はいますか？

　周りの先生の講義はみなすばらしく，とても私がまねできるもので

はありませんので，自分で出来る範囲のことをしています。ただ，「こ

の先生の話は面白いので自分の授業にも取り入れよう」というのはあ

ります。特に臨床の先生から聞いた話を解剖学で紹介すると学生は非

常に興味を持ちます。

—— そのように他の先生から話題を仕入れるのは，どのような機会を

利用するのですか？

　例えば喫煙所での雑談です（笑）

—— これまでの「失敗談」はありますか？

　解剖学は教えることが多く，最初はその取捨選択に困りました。今

フォローするなど，試行錯誤，手探りの状

態でしたが，大変貴重な経験をさせてい

ただいたと思っています。

——教員としての最初の授業で，それはかなり大変でしたね。当時の失

敗談などありますか？

　失敗談ですか？  失敗談は当時だけでなく，今でもあります（笑）。配

布資料の間違えを学生に指摘されることもあります。でも，そんなふう

に授業中であっても学生が私に対して指摘する，発言しやすい雰囲気と

いうものを大事にしています。

—— 本学でご担当の講義（昨年度ベストティーチャー賞の対象となっ

た科目）について教えてください。対象学生とクラスサイズは？

　2，3年生が対象で，いずれも50名前後です。

—— 授業で特に工夫されている点は？

　授業ではパワーポイントを使用し，資料として配布していますが，文字

ばかりでは眠気を誘うので，関連する挿絵や写真を入れるようにしていま

す。また，重要なところを空欄にして，学生自身が講義を聞きながら穴埋

めしていく形式も採っています。到達度チェックのために，それを提出し

てもらうこともありますし，試験対策に役立つようにもしています。

—— その他には？

　授業の途中に，雑談や笑いが取れるような話を入れるようにしていま

す。堅苦しい話ばかりでは飽きてしまうので，学生の様子を見て，眠そ

気をつけるようにしています。

—— 医療衛生学部でも授業評価アンケートを実施していますが，こう

したFD活動はいかがですか？

　役立っています。アンケートの結果を見て，改めるべきところは即，

改善するようにしています。講義を始めて1年目に「声が聞こえない」

という意見をもらったことを今でもよく覚えています。

—— 「高等教育の学び」について先生のお考えは？

　学生は受け身ではなく，能動的であってほしいのですが，能動的な姿勢

に至るまでは，ある程度，教員が学生のモチベーションを高めるような工

夫をする必要があるのではないかと思っています。例えば，難しい話をし

たときには，「身近ではこういうことに利用されているのですよ」と興味

を持たせる，モチベーションを高めるような説明を心がけています。

—— はじめから自力でやりなさいと突き放すのではなくということで

しょうか？

　難しい話から入ってしまうと，学生が引いてしまうので，クラスのレベ

ルよりやや低いところから始めて，最終的には国家試験合格のレベルにま

で持っていくようにしています。授業の始めの5分は高校の復習をして，

その後，大学での学びへと進んでいくといったやり方をしています。

—— ここまでお話を伺って，酒井先生がベストティーチャーにふさわ

しい先生であることが良くわかりましたが，ご自身では選ばれた理由に

ついてどうお考えですか？

　思い当たる節はありません。むしろ，学生から教えられることが多い

というのが実感です。

—— ベストティ－チャー賞は4年生が選ぶということですから，2，3

年生で担当された先生は，学生にとっては印象深い先生であったという

ことですよね。

　「何かあったらいつでも研究室に来てください」と言っていたので，

研究室に授業以外の悩み事を相談に来る学生もいました。幸いクラス

は40名と余り多くなく，さらに実習ではかなり密に接するので，ひとり

ひとりの個性が見えてきて，それぞれのタイプにあわせた対応ができた

のではないかと思っています。そういったことが影響しているのかもし

れません。

——これからどんな授業をしたいですか？

　まだ，学生に硬さがあるように思えます。授業が終わってから質問に

来る学生はいるのですが，授業中に質問してくれれば，他の学生にとっ

てもそれは役立つことになります。授業中であっても，質問や意見を言

いやすい環境づくりをさらに進めていきたいと思っています。

——どうもありがとうございました。

　「教える側も勉強しなければ」という意識をもって教育に当たってい

るので，教育の質は良くなっていると思います。医学部のFD研修に学

生が参加したことがあって，「自分達に教えるために先生達がこんなに

一生懸命勉強しているのか」と驚いていました。学生時代に指導教員か

ら「教育と研究の両方が出来て初めて大学の教員なのだ」と言われたこ

とが印象に残っていて，本学に来てからも教育にも力を入れています。

—— ここまでお話を伺って，新井先生がベストティーチャーにふさわ

しい先生であることが良くわかりましたが，ご自身では選ばれた理由に

ついてどうお考えですか？

　多分，講義そのものが評価されたのではないとおもいます。むしろ3

年生に進級して以降も，学生と接する機会を大切にし，相談に乗ったり

してきたためではないかと思います。

—— これからどんな授業をしたいですか？

　まだ模索中です。経験も知識も乏しい私などが「完成された授業」を

するのはまだまだ無理なことだと思っています。逆に，私の教え方が完

璧なものでなくても，それによって学生が疑問を持ち，自分で学んで解

決する，その様なことができる学生が増えてくれれば良いと思います。

大学はあくまで「自分で学ぶ」場所ですから。

—— ありがとうございました。

医学部　講師（解剖学）　新井　雄太

医療衛生学部　講師（臨床工学）　酒井　利奈

ベストティーチャーに聞く　その 1

ベストティーチャーに聞く　その 2

特 集　ベストティーチャー

3 5 6

インタビューを終えて
　120人近いクラスの学生の顔と名前を覚えて授業初日に臨む姿勢

や，学生のそれぞれの個性に応じた対応など，学生とより良くコミュ

ニケーションをとるために，実にきめ細かな対応，心配りをされてい

ることに驚かされた。ベストティーチャーは，医学部では6年生，医

療衛生学部では4年生の投票によって選ばれる。お二人の先生は，主

に2年生や3年生の授業を担当しておられるにもかかわらず選出され

た訳だが，時が経っても，良い教師として学生の記憶に残っているの

もうなずける話である。また，学部のFD研修会が役に立ったことを強

調されていたことも印象に残っている。今後は学部ごとのこのような

FD研修会の詳しい内容についても伝えていきたい。

Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備

　Moodle（ムードル）はオーストラリアで開発されたWebブラウ

ザで授業支援を行うオープンソースソフトウエアである。Moodle

は，多くの言語に翻訳され，国内外の大学で，コース管理システ

ム（CMS, Course Management System），学習管理システム（LMS, 

Learning Management System），仮想学習環境 (VLE, Virtual Learning 

Environment)として利用されている［2］。

　北里大学でも，高等教育開発センターが2007年度にMoodleの試験的

な運用を開始し，2008年度からは全学で利用できる環境を整え，現在

では，各学部，大学院研究科（一般教育部，看護学部，理学部，医療衛

生学部，大学院医療系研究科など）で利用されている［3］。2012年1月

10日現在，北里大学でMoodleを利用している授業（あるいは講習会）

は58コースある。

　ここでは，Moodleの提供する様々な機能のうち，アンケート機能に

ついて，その日本語環境を中心に報告する。これは，Moodleが複数の

似たようなアンケート機能を持っていて，それらの機能がまだ比較整

理されておらず分かりにくいことと，重要なアンケート機能の1つが

日本語に翻訳されていないからである。そして，翻訳されていないア

ンケートについて，2011年に高等教育開発センター e-learningプロジェ

クトが公式翻訳を行ったので，その作業経過も報告する。

Moodleとアンケート機能

　Moodleは，オーストラリアのカーティン工科大学に在籍していた

Martin Dougiamas氏が1999年に開発を開始し，現在も同氏が開発の指

揮をしている。現在公式サイトMoodle.org［2］から入手できるバージョ

ンは，開発の終わったバージョン1.6.9，1.7.7，1.8.14，セキュリティ確

保のための保守のみが行われているバージョン1.9.16+と2.0.7，そして

開発中のバージョン2.1.4と2.2.1である。

　つまり，現在も保守されていて，安全に利用できるMoodleはバー

ジョン1.9.x, 2.0.x, 2.1.x, 2.2.xの4種類である。図1に，Moodle.orgに

登録した世界中のMoodleのバージョン分布を示す［4］。公開後すでに1

年以上経つが，バージョン2.X.xはまだほとんど使われておらず，バー

ジョン1.9.xがMoodleの主役であることがわかる。

　Moodleのアンケート機能について，公開されている最も古いバー

ジョン1.6.x以降の状況を述べる。まず，Moodle本体にはChoiceという

多岐選択の択一投票のごく簡単なアンケート機能と，調査項目の固定

された定型アンケートを提供するSurveyが内蔵されている。Choiceは

「投票」，Surveyは「調査」と翻訳されている。

　Choiceは非常に単純で，Surveyは固定的であるため，Moodle本体と

は別に，後付（プラグインモジュールと呼ばれる）する形で高機能な2

種類のアンケートが開発された。1つは，Mike Churchward氏によって

開発されたQuestionnaire，もうひとつは，Andrea Grabs氏によって開

発されたFeedbackである。Questionnaireははじめ「質問」と翻訳され

ていたがMoodle1.5.x用のバージョン1.2（2004090901）から「アンケー

ト」と訳されるようになった。Feedbackはそのまま片仮名で「フィー

ドバック」と翻訳されている。なおFeedbackは，Moodle 2.0でSurvey

と同じようにMoodle本体に統合された。

　 こ の よ う に， 現 在Moodleで は，Choice，Survey，Questionnaire，

Feedbackという4種類のアンケート機能が提供されている。将来計画

では，Moodleバージョン2.XでQuestionnaireとFeedbackをSurveyに統

合することになっている。

　これら4種類のアンケート機能の日本語への対応状況である

が，Choice，SurveyとFeedbackはMoodle日 本 語 翻 訳 者（The official 

translator for Moodle）吉田光宏氏によって日本語化（翻訳）されてお

り，日本語Moodleで違和感なく使うことができる。

　一方，Questionnaireについては，Moodle1.5.x用のバージョン1.2

（2004090901）のTetsuya Aoyagi氏の翻訳に，吉田光宏氏が修正を加え

たものを最後に，正式に公開された日本語翻訳が存在しない。ただし，

最も利用されているMoodle 1.9.x用のQuestionnaireには，三重大学の部

分的な翻訳があり，それをコピーして利用することは可能である。

　2011年4月11日に我々は吉田光宏氏にMoodle 1.9用のQuestionnaire

の翻訳について問い合わせ，「誰かがボランタリーに翻訳するまで翻訳

はされない」ということを知らされた。北里大学ではMoodle 1.9.xを

全学で教育に利用しているため，この機会に，オープンソースソフト

ウェアへの貢献を兼ねて，独自に翻訳を行うことにした。

高等教育開発センター e- learningプロジェクト　福田　宏　小島佐恵子　黒澤　麻美　高橋　勇

（北里大学一般教育紀要［1］より抜粋，一部修正）

1.9.x

2.0.x
2.1.x

1.4.x

1.5.x

1.6.x

1.7.x

1.8.x

Other

All Moodle registrations by version

図1　Moodleのバージョン分布　 [4]より転載
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—— まず，教育歴を中心としたこれまでのご略歴を。

　出身は早稲田大学の理工学研究科です。そこで理学博士の学位を取

得し，学術振興会の特別研究員，早大助手を経て，本学の医学部助手と

なり，平成18年4月に講師となりました。

—— ご担当の授業は？

　講師に昇任してから一貫して，2年生前期の解剖学と後期の解剖学

実習を担当しています。どちらも，教授を始めとする他の数名の先生

との分担です。解剖学実習は週4日間あります。

—— その解剖学が先生にとっての初めての授業ということになる訳で

すか？

　そうです。

—— 最初の授業の印象は？

　その前の年からクラス主任をして知っている学生もいたので，冷や

かされたりはしました。

—— 最初の授業で事前に心がけたことは？

　全員の顔と名前を覚えて授業に臨むことにしました。

—— それは，授業をしながら徐々に覚えていくのではなくて……

　違います。授業初日より前に，写真付き学生名簿で覚えました。

—— クラスサイズは？

　1学年合同ですから約120名です。

—— それだけの人数の顔と名前を事前に覚えておくというのは相当大

変なことですね。

　名前を呼ばれると学生は最初は「えっ？」という顔をします。その

びっくりした顔が楽しみだったりしますが，「君々」などと呼ばれるよ

り，名前を呼ばれた方が「ちゃんと自分達を見てくれている」と感じ

てくれます。

—— ではそれが授業の工夫の第一点ということですね。他には？

　まず，人数が多いのでマイクは使いますが，（それだけに頼らず）「う

るさい」と言われるぐらい大きな声でメリハリをつけて話すように心

がけています。それから，話の所々で「脱線」を入れています。

—— 脱線の内容は，日常的な話題やプライベートな話ですか？

　いえ，基本的には授業の内容に即したものです。脱線で話した内容

の方が後々まで印象に残るようなので，脱線の中に重要なポイントを

ちりばめるようなこともします。たとえば，泌尿生殖器の話をする時

に，「自分は腎臓結石を煩った際に非常に苦しい思いを3回した。そ

れは尿管の狭くなっている部位を結石が通過する時に苦しくなるので

あって，それはこの3カ所だよ。」という話をしました。

—— 話を脱線させる頻度やタイミングは？

　前もって決めてはいません。解剖学は間に休み時間を入れてはいま

すが３・４限の2コマ続きの長い授業なので，学生の顔を見て眠くなっ

たり疲れていると思ったら入れるようにしています。

—— その他に工夫は？

—— まず，教育歴を中心としたこれまでのご略歴を。

　本学の医療系研究科にて医学博士の学位を取得しました。博士課程在

学中に他大学の非常勤講師と本学医学部物理学実習，医療衛生学部のシ

ステム工学実習と生体計測装置学実習のTAを経験し，医療衛生学部の

助手，助教を経て，４年前に講師となりました。

—— ご担当の授業は？

　助手，助教時代から現在まで，医療衛生学部の計測工学，生体計測装

置学，システム工学実習，生体計測装置学実習を担当しています。今年

度から物性材料工学も加わりました。医療系研究科では，医用機械工

学，医用生体工学，学群講義，医用機械工学演習，医用生体工学演習を

担当しています。

—— 先生にとっての「はじめての授業」は？

　他大学で非常勤講師として担当した「コンピュータリテラシー」の講

義です。10年前のことになります。

——そのときの対象学生，クラスサイズは？

　1年生で，70名のクラスでした。

—— 「はじめての授業」はいかがでしたか？

　文系の大学で，かつ留学生が多く，「マウスはこう持ちます」という

ところから始めました。日本語が堪能でない学生もいたので，日本語を

ゆっくり話すようにしていました。余りレベルを下げすぎると，日本人

の学生が退屈してしまうので，留学生に対しては休憩時間を利用して

うだったり，記入が早く終わって時間を持て余している学生がいるよう

なときには，授業に関連する雑談をしたりします。

—— そうした工夫は，徐々に取り入れていったのですか？

　はじめは，説明のみ（穴埋めなし）のパワーポイント資料を配布し

ていたのですが，あるとき，学生から「穴埋め方式にしている先生がい

る」と言われ，確かに，書くことによって頭に入るということもあるし，

その方式を取り入れました。雑談も，最初のころは余裕がなくて，タイ

ミングよく盛り込めるようになったのは，比較的最近のことです。

—— 学生が，直接先生にそのような話をしてくるのですか？

　授業が終わっても，しばらく教室に残るようにしています。その方

が研究室に後から訪ねるよりも，学生にとっては話がしやすいようで，

段々と，授業とは直接関係ないことも話してくるようになりました。授

業中でも，休み時間でも，学生の声が直接聞けるような環境づくりを心

がけています。

—— 成績評価はどのようにされているのですか？

　基本的には期末試験で評価しますが，先の配布資料への書き込みを平

常の学習過程をみる資料として参考にすることもあります。

—— 先生が授業で一番大事にしていることは何でしょうか？

　学生とのコミュニケーションです。先程も触れましたが，コミュニ

ケーションをうまくとっていくためには，授業中でも学生が教員に対し

て，声をかけやすいような，発言しやすいような雰囲気づくりが大切だ

と思っています。例えば，「眩しいのでカーテンを閉めてもいいですか」，

「寒いのでクーラーを止めてもいいですか」など，ちょっとしたことが

言いやすい雰囲気を大事にして，同時に室温や日差し等快適な学習環境

を整えることにも気を配るようにしています。

—— 先生にとっての「良い授業」，「理想とする授業」とは？

　「こんな授業ができたらいいな」と思う授業はあります。私が学生時

代に受講した馬渕先生の講義です。とても楽しいものでした。先生は現

在私が所属する研究室の教授です。

—— どんなところが魅力的な授業だったのでしょう？

　私と違って，無理に学生を笑わせようとするわけではないのに，なぜ

か，先生の話は聞いていて面白い。じわじわと伝わってくる楽しさがあ

るのです。先生の人間性の現れなのかもしれませんが，私の目標です。

—— 医療衛生学部でもさまざまなFD活動が行われていますが，先生の

授業改善に役立っていますか？

　実際に役立っていると感じるのは，授業に対することよりも，研究の

場での，いわゆるパワハラやアカハラ，セクハラに関することです。卒

業研究では，一緒にいる時間も長く，関係が密になるので，いろいろと

でも迷っています。

—— 「解剖学」という授業を通じてこれまで学生を見てこられた訳です

が，その間に学生の気質は変わったと思いますか？

　変わったと思います。「個性がなくなってきた」というと少し大げさ

ですが，自分を主張しなくなりました。無口という訳ではなく，こちら

からの問いかけには答えるのですが，向こうから積極的に話してきた

り，教員の言うことに疑問を呈したりすることがなくなってきました。

—— そのような学生との接し方で，心がけていることは？

　「公平に接する」ということです。教員から贔屓にされる学生がいる

と，周囲の学生が嫌な気分になります。頑張っている学生は勿論，そう

でない学生も授業に興味を持ってもらえるように，という考えで誰にで

も公平に親しく接するようにしています。

—— 医学部でも色々なFD活動を行っていますが，これについてのお考

えは？

　先ほども申し上げたように，医学部のFD研修はとても役に立ちまし

た。

—— 最近，「大学の教育の質」というものがこれまで以上に問われるよ

うになってきました。ご自身の学生時代と比べ，今の大学での教育の質

は高まったと思われるでしょうか？

　学部のFDで学んだ手法ですが，質問

をして学生に答えさせる時，周りの座席

の学生と相談してから答えさせるように

しています。一人で考えた結果だと間違えるのが恥ずかしくて答えに

くくても，「周りと相談した結果」なら答えやすいからです。

—— いわゆる「グループ学習」ということですか？

　少し違います。固定したグループではなく，あくまで，その日たまた

ま近い席に座った同士で相談をすると言うことです。

—— 「今どきの学生気質」に合った方法ですね。

　それから，黒板の前に出して答えさせる時は，最初はいわゆる「ク

ラスのお笑い担当」とでも言うべき学生を当てるようにすると，その

後もスムーズにいきます。

—— そういう学生のキャラクターはどのように見分けるのですか？

　前もって学年主任の先生などから情報を仕入れておきます。

—— 色々な工夫をされていますが，これらはどこで身につけられたの

ですか？

　医学部のFD研修会に参加してアドバイスを受けました。この研修

は，毎年夏に一泊二日で行われます。私は講師になった年に参加しま

した。１回の参加人数は数十名で，参加者は皆，熱心に取り組んでいま

す。

　それから，（授業改善には）学生からのフィードバックが一番大きい

です。授業が終わった直後に教室で「あの話はよく分からなかった」

などと話をしてくれる学生もいますし，解剖学実習で学生と身近に接

する中でフィードバックを得ることもあります。

—— 先生にとって「良い授業」とはどのようなものでしょうか？

　自分が学部学生だった時，先生から「考えるきっかけ」を与えられ

ました。「学生が自分で考える」ことが大切で，そのための「きっかけ」

となるのが良い授業だと思っています。

　まとめると，教育の基本的な考え方は学生時代の授業から，テクニ

カルなことは学部FDから，改善は学生からのフィードバックから，と

いう形で今は廻っています。

—— 誰かお手本にしている人はいますか？

　周りの先生の講義はみなすばらしく，とても私がまねできるもので

はありませんので，自分で出来る範囲のことをしています。ただ，「こ

の先生の話は面白いので自分の授業にも取り入れよう」というのはあ

ります。特に臨床の先生から聞いた話を解剖学で紹介すると学生は非

常に興味を持ちます。

—— そのように他の先生から話題を仕入れるのは，どのような機会を

利用するのですか？

　例えば喫煙所での雑談です（笑）

—— これまでの「失敗談」はありますか？

　解剖学は教えることが多く，最初はその取捨選択に困りました。今

フォローするなど，試行錯誤，手探りの状

態でしたが，大変貴重な経験をさせてい

ただいたと思っています。

——教員としての最初の授業で，それはかなり大変でしたね。当時の失

敗談などありますか？

　失敗談ですか？  失敗談は当時だけでなく，今でもあります（笑）。配

布資料の間違えを学生に指摘されることもあります。でも，そんなふう

に授業中であっても学生が私に対して指摘する，発言しやすい雰囲気と

いうものを大事にしています。

—— 本学でご担当の講義（昨年度ベストティーチャー賞の対象となっ

た科目）について教えてください。対象学生とクラスサイズは？

　2，3年生が対象で，いずれも50名前後です。

—— 授業で特に工夫されている点は？

　授業ではパワーポイントを使用し，資料として配布していますが，文字

ばかりでは眠気を誘うので，関連する挿絵や写真を入れるようにしていま

す。また，重要なところを空欄にして，学生自身が講義を聞きながら穴埋

めしていく形式も採っています。到達度チェックのために，それを提出し

てもらうこともありますし，試験対策に役立つようにもしています。

—— その他には？

　授業の途中に，雑談や笑いが取れるような話を入れるようにしていま

す。堅苦しい話ばかりでは飽きてしまうので，学生の様子を見て，眠そ

気をつけるようにしています。

—— 医療衛生学部でも授業評価アンケートを実施していますが，こう

したFD活動はいかがですか？

　役立っています。アンケートの結果を見て，改めるべきところは即，

改善するようにしています。講義を始めて1年目に「声が聞こえない」

という意見をもらったことを今でもよく覚えています。

—— 「高等教育の学び」について先生のお考えは？

　学生は受け身ではなく，能動的であってほしいのですが，能動的な姿勢

に至るまでは，ある程度，教員が学生のモチベーションを高めるような工

夫をする必要があるのではないかと思っています。例えば，難しい話をし

たときには，「身近ではこういうことに利用されているのですよ」と興味

を持たせる，モチベーションを高めるような説明を心がけています。

—— はじめから自力でやりなさいと突き放すのではなくということで

しょうか？

　難しい話から入ってしまうと，学生が引いてしまうので，クラスのレベ

ルよりやや低いところから始めて，最終的には国家試験合格のレベルにま

で持っていくようにしています。授業の始めの5分は高校の復習をして，

その後，大学での学びへと進んでいくといったやり方をしています。

—— ここまでお話を伺って，酒井先生がベストティーチャーにふさわ

しい先生であることが良くわかりましたが，ご自身では選ばれた理由に

ついてどうお考えですか？

　思い当たる節はありません。むしろ，学生から教えられることが多い

というのが実感です。

—— ベストティ－チャー賞は4年生が選ぶということですから，2，3

年生で担当された先生は，学生にとっては印象深い先生であったという

ことですよね。

　「何かあったらいつでも研究室に来てください」と言っていたので，

研究室に授業以外の悩み事を相談に来る学生もいました。幸いクラス

は40名と余り多くなく，さらに実習ではかなり密に接するので，ひとり

ひとりの個性が見えてきて，それぞれのタイプにあわせた対応ができた

のではないかと思っています。そういったことが影響しているのかもし

れません。

——これからどんな授業をしたいですか？

　まだ，学生に硬さがあるように思えます。授業が終わってから質問に

来る学生はいるのですが，授業中に質問してくれれば，他の学生にとっ

てもそれは役立つことになります。授業中であっても，質問や意見を言

いやすい環境づくりをさらに進めていきたいと思っています。

——どうもありがとうございました。

　「教える側も勉強しなければ」という意識をもって教育に当たってい

るので，教育の質は良くなっていると思います。医学部のFD研修に学

生が参加したことがあって，「自分達に教えるために先生達がこんなに

一生懸命勉強しているのか」と驚いていました。学生時代に指導教員か

ら「教育と研究の両方が出来て初めて大学の教員なのだ」と言われたこ

とが印象に残っていて，本学に来てからも教育にも力を入れています。

—— ここまでお話を伺って，新井先生がベストティーチャーにふさわ

しい先生であることが良くわかりましたが，ご自身では選ばれた理由に

ついてどうお考えですか？

　多分，講義そのものが評価されたのではないとおもいます。むしろ3

年生に進級して以降も，学生と接する機会を大切にし，相談に乗ったり

してきたためではないかと思います。

—— これからどんな授業をしたいですか？

　まだ模索中です。経験も知識も乏しい私などが「完成された授業」を

するのはまだまだ無理なことだと思っています。逆に，私の教え方が完

璧なものでなくても，それによって学生が疑問を持ち，自分で学んで解

決する，その様なことができる学生が増えてくれれば良いと思います。

大学はあくまで「自分で学ぶ」場所ですから。

—— ありがとうございました。

医学部　講師（解剖学）　新井　雄太

医療衛生学部　講師（臨床工学）　酒井　利奈

ベストティーチャーに聞く　その 1

ベストティーチャーに聞く　その 2

特 集　ベストティーチャー
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インタビューを終えて
　120人近いクラスの学生の顔と名前を覚えて授業初日に臨む姿勢

や，学生のそれぞれの個性に応じた対応など，学生とより良くコミュ

ニケーションをとるために，実にきめ細かな対応，心配りをされてい

ることに驚かされた。ベストティーチャーは，医学部では6年生，医

療衛生学部では4年生の投票によって選ばれる。お二人の先生は，主

に2年生や3年生の授業を担当しておられるにもかかわらず選出され

た訳だが，時が経っても，良い教師として学生の記憶に残っているの

もうなずける話である。また，学部のFD研修会が役に立ったことを強

調されていたことも印象に残っている。今後は学部ごとのこのような

FD研修会の詳しい内容についても伝えていきたい。

Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備

　Moodle（ムードル）はオーストラリアで開発されたWebブラウ

ザで授業支援を行うオープンソースソフトウエアである。Moodle

は，多くの言語に翻訳され，国内外の大学で，コース管理システ

ム（CMS, Course Management System），学習管理システム（LMS, 

Learning Management System），仮想学習環境 (VLE, Virtual Learning 

Environment)として利用されている［2］。

　北里大学でも，高等教育開発センターが2007年度にMoodleの試験的

な運用を開始し，2008年度からは全学で利用できる環境を整え，現在

では，各学部，大学院研究科（一般教育部，看護学部，理学部，医療衛

生学部，大学院医療系研究科など）で利用されている［3］。2012年1月

10日現在，北里大学でMoodleを利用している授業（あるいは講習会）

は58コースある。

　ここでは，Moodleの提供する様々な機能のうち，アンケート機能に

ついて，その日本語環境を中心に報告する。これは，Moodleが複数の

似たようなアンケート機能を持っていて，それらの機能がまだ比較整

理されておらず分かりにくいことと，重要なアンケート機能の1つが

日本語に翻訳されていないからである。そして，翻訳されていないア

ンケートについて，2011年に高等教育開発センター e-learningプロジェ

クトが公式翻訳を行ったので，その作業経過も報告する。

Moodleとアンケート機能

　Moodleは，オーストラリアのカーティン工科大学に在籍していた

Martin Dougiamas氏が1999年に開発を開始し，現在も同氏が開発の指

揮をしている。現在公式サイトMoodle.org［2］から入手できるバージョ

ンは，開発の終わったバージョン1.6.9，1.7.7，1.8.14，セキュリティ確

保のための保守のみが行われているバージョン1.9.16+と2.0.7，そして

開発中のバージョン2.1.4と2.2.1である。

　つまり，現在も保守されていて，安全に利用できるMoodleはバー

ジョン1.9.x, 2.0.x, 2.1.x, 2.2.xの4種類である。図1に，Moodle.orgに

登録した世界中のMoodleのバージョン分布を示す［4］。公開後すでに1

年以上経つが，バージョン2.X.xはまだほとんど使われておらず，バー

ジョン1.9.xがMoodleの主役であることがわかる。

　Moodleのアンケート機能について，公開されている最も古いバー

ジョン1.6.x以降の状況を述べる。まず，Moodle本体にはChoiceという

多岐選択の択一投票のごく簡単なアンケート機能と，調査項目の固定

された定型アンケートを提供するSurveyが内蔵されている。Choiceは

「投票」，Surveyは「調査」と翻訳されている。

　Choiceは非常に単純で，Surveyは固定的であるため，Moodle本体と

は別に，後付（プラグインモジュールと呼ばれる）する形で高機能な2

種類のアンケートが開発された。1つは，Mike Churchward氏によって

開発されたQuestionnaire，もうひとつは，Andrea Grabs氏によって開

発されたFeedbackである。Questionnaireははじめ「質問」と翻訳され

ていたがMoodle1.5.x用のバージョン1.2（2004090901）から「アンケー

ト」と訳されるようになった。Feedbackはそのまま片仮名で「フィー

ドバック」と翻訳されている。なおFeedbackは，Moodle 2.0でSurvey

と同じようにMoodle本体に統合された。

　 こ の よ う に， 現 在Moodleで は，Choice，Survey，Questionnaire，

Feedbackという4種類のアンケート機能が提供されている。将来計画

では，Moodleバージョン2.XでQuestionnaireとFeedbackをSurveyに統

合することになっている。

　これら4種類のアンケート機能の日本語への対応状況である

が，Choice，SurveyとFeedbackはMoodle日 本 語 翻 訳 者（The official 

translator for Moodle）吉田光宏氏によって日本語化（翻訳）されてお

り，日本語Moodleで違和感なく使うことができる。

　一方，Questionnaireについては，Moodle1.5.x用のバージョン1.2

（2004090901）のTetsuya Aoyagi氏の翻訳に，吉田光宏氏が修正を加え

たものを最後に，正式に公開された日本語翻訳が存在しない。ただし，

最も利用されているMoodle 1.9.x用のQuestionnaireには，三重大学の部

分的な翻訳があり，それをコピーして利用することは可能である。

　2011年4月11日に我々は吉田光宏氏にMoodle 1.9用のQuestionnaire

の翻訳について問い合わせ，「誰かがボランタリーに翻訳するまで翻訳

はされない」ということを知らされた。北里大学ではMoodle 1.9.xを

全学で教育に利用しているため，この機会に，オープンソースソフト

ウェアへの貢献を兼ねて，独自に翻訳を行うことにした。

高等教育開発センター e- learningプロジェクト　福田　宏　小島佐恵子　黒澤　麻美　高橋　勇

（北里大学一般教育紀要［1］より抜粋，一部修正）

1.9.x

2.0.x
2.1.x

1.4.x

1.5.x

1.6.x
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Other

All Moodle registrations by version

図1　Moodleのバージョン分布　 [4]より転載
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巻　頭　言

医学部附属医学教育研究開発センター
医学教育研究部門長・准教授　守屋 利佳

創立50周年を迎えて
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　本号は９号以来の特集号として「ベス
トティーチャー」を取り上げたため，カ
メラやレコーダーを用意して， 赤澤セン
ター員と一緒に慣れないインタビューを
こなしてきました。ベストティーチャー
お二人の人柄まで皆様に伝われば幸いで
す。Moodleの日本語環境についての記事

は， 本学教員による対外的な貢献の例と
して， 是非皆様に知っておいて頂きたい
と思います。なお， 本号をもちまして私
は編集から離れ， 赤澤センター員にバト
ンタッチいたします。今後も「センター
ニュース」のご愛読をお願い申し上げま
す。　　　　　　　　　　　　　 （江川）

編　集　後　記

　相模原キャンパスでは，北里大学創立50周年，北里研究所創立100
周年をシンボライズした二つの輪のポスターや旗がそこここに飾ら
れている。街路灯に旗が掲げられた様子は，濃い緑の木々と相まって
ヨーロッパの大学を思わせるたたずまいで，相模原キャンパスも50年
を迎えるのだと実感させられる。
　1年生はこの相模原キャンパスで学部に関わらず初年度を過ごす。
一般教育部の科目も共通のものであるが，その教育内容はそれぞれの
学部の特性を考慮したものとなっている。さらに，学部を超えてどの
学生も学ぶことを目指して，“北里の世界”，“チーム医療論”などが開
講されている。また，大学全体の取り組みとして，近年の入学生の状
況を踏まえ，ノートの取り方，レポートの書き方，発表の仕方などを
指導する，初年次教育の項目も開講してきた。一方，学習支援となる
ツールとして，moodle の導入を初めとするe-learningの推進，双方向
性講義を目的としたツール，“クリッカ−”の紹介などハード面でも
充実を図るとともに，教員への教育技法や，講義の進め方などの支援
としてFD (Faculty Development)も行われている。このような取り組
みは，それぞれの場において一定の評価を得ているが，学生のみなら
ず教員，職員までを大きく“北里大学”と一つのスローガンの下に結
びつけているものではない。
　北里大学は“生命科学の総合大学”として特徴的専門分野を持ち，
教育，研究，さらに医療系においては診療，と各分野にて様々な実績
や業績を上げて来ている。農医連携など北里大学ならではの取り組
みは今までになかった発想で，遺伝子に関わる分野，食の安全，動物
を介在とした心のケアなど，広く，かつ奥の深い教育，研究を実践し
てきた。“チーム医療演習”は，毎年1,000名規模の学生を専攻を超
えて横断的にグループにし，医療に関する複雑な問題を考えるワーク
ショップで，どこにも前例のないものである。このような多職種連携
の教育や研究は北里大学の真骨頂といえるであろう。まさに，“開拓”
の精神をもって生み出された“叡智”の“実践”である。
　このように北里大学では，低学年での“自校教育”，高学年でのワー

クショップといわゆる“オール北里”を意識した教育が行われてきてい
る。しかし，これらのつながり，あるいは教員の意識はどうであろうか。
　上記に記したような取り組みの数々は，各学部の教員の尽力の賜物
である。学部を超えて北里大学としての特色ある取り組みを進めよう
とする思いがそれぞれのプログラムに生かされ，そこに携わる，ある
いは学習する者たちに伝わっているのだといえよう。ただ一つさらに
求めるものがあるとすれば，教員同士の連携のもと，個々のプログラ
ムがもっと関連性を持つということではないだろうか。
　学生が1年生のうちから，「北里大学に学ぶもの」という自覚をしっ
かりと持ち，その根底に流れる大学の理念を意識することはその後の
学生の学びに大きく影響を与えるものと思われる。大学で専門的な
教育を受け，社会に貢献できる知識や技術を修得するとき，専門性を
超えた共通の理念を持つことで，その知識や技術を生かす場に思いが
及ぶはずである。学祖北里柴三郎博士の想いを胸に教員が学生と関
わり，学生はともに生命科学の総合大学で学ぶものとしての自覚を持
つ。これはよい意味での「北里ブランド」の継承であり，教員，学生
ともに人間性を高めていくことにつながるのではないだろうか。その
ためには，入学から卒業までの各学部の教育を通じて共通の理念を持
ち，発展していくようなプログラムを考えていく必要がある。多職種
連携教育は医療系の教育機関で最近盛んに行われているが，チーム医
療の実践者としてこれは当然のニーズだと言えよう。北里大学ではさ
らにそれを超えて，ともに生命科学を扱うものとしての，矜持とも言
うべき自律的な精神を身につけるようなプログラムを組んでいくこと
が大切な時期ではないかと思われる。
　数年前，学部間を超えて1年生を対象に体験学習を行う，「叡智と実践
週間」を提案してみたことがあった。この時には多くの賛同を得なが
ら実行には至らなかったが，1年生から高学年までを見通した多職種連
携教育，学部横断的な教育を行う時期であり，高等教育開発センターの
果たす役割も大きいと思われる。「北里の理念」を共有し，つないでゆ
く事。創立50周年を迎える大学の教育の使命の一つではないだろうか。

◆ センター員の活動
・�国際シンポジウム「グローバル時代の大学マネジメントと質保証」
　平成24年1月24日，宮城：小島
・ムードル・ムート2012 
　平成24年2月22日・23日，三重：福田
・第18回大学教育研究フォーラム
　平成24年3月15日・16日，京都：鈴木，小島
・全国私立大学ＦＤ連携フォーラム2012年度総会
　平成24年6月16日，東京：鈴木
・平成24年度北里大学新任教員研修
　平成24年8月1日・2日，東京：鈴木，高橋，福田，赤澤，野島，小島
・第10回高校生のための“大学”セミナー
　平成24年8月7日，東京：小島

◆ 各学部のFD活動
・�獣医学部教員教育研修会（平成23年度第3回）平成24年1月17日　獣医学部

V1号館　「獣医学教育改革の新しい流れ」
　北里大学獣医学部獣医学科人獣共通感染症学教授　吉川泰弘
・�平成23年度看護学部FD講演会  平成24年2月24日 看護学部多目的室
　【講　演】「看護教員のための教育学講座  －近年の青少年像と学校教育の現状」
　北里大学看護学部教職課程教授　飯田國雄
・平成23年度一般教育部教員研修会　平成24年3月16日　L1号館
　【講　演】「チーム活動におけるリーダーシップ」
　（株）バリューイノベーション  コンサルタント　杉山伸朗
・�医学部教員教育セミナー　平成24年8月10・11日　オンワード総合研究所人財

開発センター（横浜市都筑区）

　【講　演】
　「自主研究教育からResearch Clerkshipへ」
　横浜市立大学大学院医学研究科・医学部免疫学教室教授　田村智彦
　「岐阜大学の医学研究教育」
　岐阜大学医学教育開発研究センター長・テュトーリアル部門教授　鈴木康之
　【ワークショップ】
　「全国の医学研究教育の現状と北里大学の医学研究入門について」
　「医学生に必要な研究教育とは（目標）？」
　「研究室配属の具体案（目標）」
・第20回看護学部教員教育研修会　平成24年8月21日　看護学部多目的室
　【グループ討議】テーマ：「看護学部教員の研究力を高める」
・平成24年度理学部・理学研究科教員研修会　平成24年8月24日　L2号館
　【講　演】
　「2012年度入試結果と北里大学理学部の評価及び2013年度入試予測について」
　（株）KEIアドバンス本社営業部部長　桝中規男
　�「学生相談室利用状況からみた理学部学生の傾向　～学生の抱える問題の早期

発見と支援のために～」
　北里大学健康管理センター学生相談室長　柘植道子
　「学長からのメッセージ」
　北里大学学長　岡安　勲
　【グループ討議】
　テーマ：「理学部における就職活動の支援方法について」
　　　　　「退学及び留年者の抑制と心に問題を抱えた学生への対応について」
　　　　　「魅力ある北里大学理学部のあるべき姿とは」
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友野伸一郎 著

『対決！ 大学の教育力』

　前号では1970年代まで存在していた大学の規範文化として

の「教養主義」について語った本を紹介したが，今回は現在の

大学における「教養教育」と「初年次教育」という観点から大

学の教育力について語った本を取り上げる。河合塾教育研究部

プロジェクトチームに参加し，当該塾が行った「2007～2008年

度　国立大学教養・共通教育調査」と「2009年度 初年次教育調

査」に中心的に携わった著者は，「そこで得られた知見から，大

学を見るには教養教育と初年次教育が重要であるという確信を

得（p.5）」たという。本書は，上記2つの調査に基づいた丁寧な

分析を通して，大学における教養教育と初年次教育の実態を明ら

かしている。大学の教養教育や初年次教育のどこを見ればよい

のかという問いに対しては，大学の教養教育と初年次教育に対す

る取り組みの姿勢がわかる「評価ポイント」を設定し，その点か

ら各大学の比較検討をしている。具体的な取り組み事例として，

教養教育については12の大学，初年次教育については8大学を取

り上げ，それぞれの特徴を押さえた紹介は，大変興味深い。

　「教養とは何か」この問いは，今日まで，さまざまに語られて

きたが，著者は「教養とは異分野の人と協働するために欠かせな

い能力である（p.26）」とし，さらに「教養は授業で身につける

時代に（p.30）」なったと述べていて，今日的教養観を提示して

いる。そう聞くと，教養とは何なのか，教養教育はどうあるべき

なのか，改めて考えさせられる。

　専門教育と教養教育，初年次教育は共に大学教育を構成する要

素であり，これらを総合して大学の教育力を問わねばならないは

ずだが，著者は，大学教員の教養教育や初年次教育に対する消極

性を指摘する。だからこそ，そうした状況を越えて，大学として

意識的にどう教養教育と初年次教育の充実を図ろうとしているか

に大学の教育力の一端が表れており，大学選びにはその点も含め

ることが大切であると主張する。当高等教育開発センターの教育

研究部門において「初年次教育プロジェクト」が施行されたが，

本学の特性に適った教養教育並びに初年次教育の在り方を考える

上で，本書は示唆を与えてくれる一冊ではないだろうか。

朝日新聞出版（朝日新書）
740円（税別）

Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備 特　集

ベストティーチャー

　本学の場合，FD活動の実際は良くも悪くも学部独自の性格が強い

ことが特徴です。それはたとえばセンターニュース第9号でお伝え

した授業評価アンケートの違いにも現れていて，アンケートの実施

方法や項目には学部の独自色が色濃く現れていました。このような

状況がもたらす良い点として，FD活動を見直そうとする際に普通な

ら学外に範を求めなければならないのに対して，本学の場合はまず

は手近な他学部の事例を参考にできるということが挙げられます。

　その様な観点から，今回は「ベストティーチャー」を取り上げま

した。ベストティーチャーとは教育内容の良かった教員を毎年1名

～数名選出し表彰する制度で，普通は学生による投票の結果が基に

なります。その意味ではベストティーチャー制度は「学生による授

医療衛生学部
名　称　ベストティーチャー

経緯と効果　教員の教育に対する意識高揚及び大学における全人的

な教育の向上を目的として平成23年度に制度を開始した。効果はま

だ不明。

選出方法　4年生から，所属する学科・専攻教員（教授を除く）1名及

び基礎教育協議会教員1名の合計2名を投票させ，各学科 ・ 専攻，基

礎教育協議会から各1名を選出している。

公表と表彰の方法：学位記授与会場にて教員・学生に公表している。

また，学部長からの表彰を予定している。

海洋生命科学部
名　称　「優秀教育賞」（優秀教員賞ではない点に注意）

経緯と効果　教員の教育努力を後押しすることを目的として平成15

年度から実施していた。実施から2年および3年を経過した年度の

FD研修会の折に，受賞者に対してそれぞれ講義の実施内容，講義に

対する工夫や苦労を紹介してもらうことで，全教員に講義実施の参考

にしてもらった。当時のFD研修参加者（ほぼ全員）は大いに参考に

なったとコメントしていた。最近は受賞者が固定化する傾向にあっ

た。24年度より，優秀教育賞の選考は，当初の目的が果たされたと

FD委員会で判断し，実施しないことに決定した。

選出方法　学部専任教員が担当する科目に対し，学期末に実施した授

業評価アンケート（7項目を5段階評価）の平均点の高い科目を担当

する教員をFD委員会が選んで賞状を授与していた。2年生に対する2

群科目は全て必修なので，2群科目担当者の上位2名，3年生の3群

科目は必修科目につき2名，選択科目につき2名，の合計6名を選出

していた。ただし，アンケート回答数が20以下の場合には選考対象

外とした。

公表と表彰の方法　年度初めのオリエンテーション内で2年生，3年

生の前で表彰をした。

医学部
名　称　�ベストティーチャー賞（基礎・臨床系の准教授以下から各1

名，計2名）　守礼敬人賞（所属は不問で1名）

経緯と効果　相澤元医学部長の提案で始まった。実際の効果はわか

らないが，教育の質向上・改善につながっているはずである。

選出方法　6年生による卒業準備委員が選出している。6年生を対象

にアンケートを実施し，その結果に基づいて，べストティーチャー賞

は基礎 ・ 臨床系から各1名，守礼敬人賞は所属不問で1名を選んでい

る。教員の再選は妨げない。

公表と表彰の方法　謝恩会にて学生から表彰する。記念品は事務室

学生課にて準備する。また，毎年夏に開催されるFD研修会で講演を

行う。

　こうして比べてみると，最も「学生主導」になっているのが医学

部で，選出のためのアンケートの内容は事務室も把握しておらず，選

出結果のみ学生から連絡をもらっているとのことです。医療衛生学

部もほぼ同様に，学生による投票で選んでいます。また，どちらの学

部も，ベストティーチャーを選ぶのは学部の最高学年の学生です。

業評価」の形態の一つと考えられますが，たとえば東京農工大学の

ように，最優秀の教員には研究費と出張費が与えられるという，教員

に対するインセンティブと組み合わせた例もあります。

　本学でのベストティーチャーについて調べたところ，意外にもこ

れを取り入れている学部は多くはありませんでした。選出していた

のは医療衛生学部，海洋生命科学部，医学部の3学部で，そのうちの

海洋生命科学部は「当初の目的が果たされた」として平成24年度か

ら実施しないことを決めています。以下に，その海洋生命科学部も

含めた3学部での実施内容を紹介し，昨年度選出されたベストティー

チャーの中から2名の方のインタビューを掲載します。

　これに対して，海洋生命科学部では授業評価アンケートの結果に

基づいてFD委員会が選出していたので，間接的に全学生が選出に参

加していたことになります。

　公表と表彰の方法については，医療衛生学部では表彰のみですが，医

学部と海洋生命科学部ではFD研修会で講演をしてもらっていました。

FD推進部門長　江川　徹

Questionnaireの翻訳

　著者らは2011年4月13日にMoodle1.9用Questionnaireバージョン 

2008060405の翻訳に着手し，同年7月22日に翻訳を完了した。翻訳し

たファイルは，252個のストリングと38個のヘルプファイルである。

ストリングとは，Questionnaireの画面に現れる英語（ストリング）で

ある。翻訳はすぐにQuestionnaireの言語パックに採用された［5］。

　翻訳にあたり，留意した点は，Moodle 1.9の翻訳との整合性と，アン

ケート要素（質問）の種類を分かりやすく示すアンケート要素の命名

である。作業の分担は（カッコ内は各自の専門），福田（情報科学）が

システムの準備とインストール，吉田光宏氏との連絡ととりまとめ，

小島（高等教育）がアンケート用語のチェック，黒澤（英語）が翻訳，

高橋（情報科学）が動作検証である。翻訳，動作確認と推敲を4回繰

り返して，翻訳を公開した。

　北里大学のMoodleでは最新のFeedbackを利用することができない。

携帯ブラウザ対応のMoodle for Mobileを利用しているためである。そ

のために，高機能で最新のアンケート機能をQuestionnaireとその部分

的な翻訳ファイルで提供していた。Questionnaireに今回の正式翻訳を

組み込んでみると，Questionnaireの使い勝手が格段に良くなったこと

が実感できる。

　北里大学Moodleでは2012年度，Moodle2012からQuestionnaireに今回

の正式翻訳が組み込まれている。使い勝手が非常に良くなったのでア

ンケートが必要な際は是非利用して頂きたい。
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　去る7月13日（金）午後6時から7時半まで，相模原校舎L2号館で第
8回講演会が行われました。講演会としては，遅い時刻の開催でしたが
多くの参加者を集めました。京都大学高等教育研究開発推進センター
教授の松下佳代氏を講師にお迎えして，「学習の質をどう評価するか −
医療教育におけるパフォーマンス評価を中心に−」というテーマでご

講演いただきました。講演内容は，テレビ会議システムにより他のキャ
ンパスへも同時中継されました。
　学習成果を直接的に評価する方法であるパフォーマンス評価につい
て，その特徴，課題，具体的評価事例などが語られ，大変興味深い内容
で，講演後の質疑も活発に行われました。

　平成24年度の新任教員研修が，去る8月1日（水）と2日（木）の両日に
わたり，クロス・ウェーブ府中にて行われました。参加者は34名でした。
　第1日目は北里大学人事部が担当し，午前には藤井清孝理事長と岡安　勲
学長の挨拶と講話，続いて大石茂郎人事担当常任理事の講話がありまし
た。午後からは，日本ODコンサルタンツのトレーナーである近藤裕子
氏による「教員としてのコミュニケーション能力に磨きをかける」を
テーマにした講習と，「私が目指す教員像」についてのフリップトーク・
ディスカッションが行われました。夜には，懇親会が開かれました。第
2日目は高等教育開発センターの担当で，最初に本学健康管理センター
の飯田敏晴氏による「最近の学生気質と学生相談の傾向」と題する講

演があり，続く午前の残りと午後を通して，FDワークショップ「学生
とどう向き合うか」を行いました。まずは，鈴木牧彦センター長から

「学生調査結果に見る本学の学生像」の報告があり，続いて野島高彦セ
ンター員による講演「事例紹介：SNSによる学生とのコミュニケーショ
ン」が行われました。その後，高橋　勇センター員の指導の下，参加者
は6グループに分かれ，これまで学生と接する中で経験した問題点の
整理，その原因や解決策等を議論し，最後にグループごとに結果を発表
し，質疑応答，講評でグループワークを終了しました。引き続き，高橋
センター員より高等教育開発センターの活動紹介があり，これをもって
全プログラムを終了しました。

第8回高等教育開発センター講演会

平成24年度北里大学新任教員研修を終えて
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　本号は９号以来の特集号として「ベス
トティーチャー」を取り上げたため，カ
メラやレコーダーを用意して， 赤澤セン
ター員と一緒に慣れないインタビューを
こなしてきました。ベストティーチャー
お二人の人柄まで皆様に伝われば幸いで
す。Moodleの日本語環境についての記事

は， 本学教員による対外的な貢献の例と
して， 是非皆様に知っておいて頂きたい
と思います。なお， 本号をもちまして私
は編集から離れ， 赤澤センター員にバト
ンタッチいたします。今後も「センター
ニュース」のご愛読をお願い申し上げま
す。　　　　　　　　　　　　　 （江川）

編　集　後　記

　相模原キャンパスでは，北里大学創立50周年，北里研究所創立100
周年をシンボライズした二つの輪のポスターや旗がそこここに飾ら
れている。街路灯に旗が掲げられた様子は，濃い緑の木々と相まって
ヨーロッパの大学を思わせるたたずまいで，相模原キャンパスも50年
を迎えるのだと実感させられる。
　1年生はこの相模原キャンパスで学部に関わらず初年度を過ごす。
一般教育部の科目も共通のものであるが，その教育内容はそれぞれの
学部の特性を考慮したものとなっている。さらに，学部を超えてどの
学生も学ぶことを目指して，“北里の世界”，“チーム医療論”などが開
講されている。また，大学全体の取り組みとして，近年の入学生の状
況を踏まえ，ノートの取り方，レポートの書き方，発表の仕方などを
指導する，初年次教育の項目も開講してきた。一方，学習支援となる
ツールとして，moodle の導入を初めとするe-learningの推進，双方向
性講義を目的としたツール，“クリッカ−”の紹介などハード面でも
充実を図るとともに，教員への教育技法や，講義の進め方などの支援
としてFD (Faculty Development)も行われている。このような取り組
みは，それぞれの場において一定の評価を得ているが，学生のみなら
ず教員，職員までを大きく“北里大学”と一つのスローガンの下に結
びつけているものではない。
　北里大学は“生命科学の総合大学”として特徴的専門分野を持ち，
教育，研究，さらに医療系においては診療，と各分野にて様々な実績
や業績を上げて来ている。農医連携など北里大学ならではの取り組
みは今までになかった発想で，遺伝子に関わる分野，食の安全，動物
を介在とした心のケアなど，広く，かつ奥の深い教育，研究を実践し
てきた。“チーム医療演習”は，毎年1,000名規模の学生を専攻を超
えて横断的にグループにし，医療に関する複雑な問題を考えるワーク
ショップで，どこにも前例のないものである。このような多職種連携
の教育や研究は北里大学の真骨頂といえるであろう。まさに，“開拓”
の精神をもって生み出された“叡智”の“実践”である。
　このように北里大学では，低学年での“自校教育”，高学年でのワー

クショップといわゆる“オール北里”を意識した教育が行われてきてい
る。しかし，これらのつながり，あるいは教員の意識はどうであろうか。
　上記に記したような取り組みの数々は，各学部の教員の尽力の賜物
である。学部を超えて北里大学としての特色ある取り組みを進めよう
とする思いがそれぞれのプログラムに生かされ，そこに携わる，ある
いは学習する者たちに伝わっているのだといえよう。ただ一つさらに
求めるものがあるとすれば，教員同士の連携のもと，個々のプログラ
ムがもっと関連性を持つということではないだろうか。
　学生が1年生のうちから，「北里大学に学ぶもの」という自覚をしっ
かりと持ち，その根底に流れる大学の理念を意識することはその後の
学生の学びに大きく影響を与えるものと思われる。大学で専門的な
教育を受け，社会に貢献できる知識や技術を修得するとき，専門性を
超えた共通の理念を持つことで，その知識や技術を生かす場に思いが
及ぶはずである。学祖北里柴三郎博士の想いを胸に教員が学生と関
わり，学生はともに生命科学の総合大学で学ぶものとしての自覚を持
つ。これはよい意味での「北里ブランド」の継承であり，教員，学生
ともに人間性を高めていくことにつながるのではないだろうか。その
ためには，入学から卒業までの各学部の教育を通じて共通の理念を持
ち，発展していくようなプログラムを考えていく必要がある。多職種
連携教育は医療系の教育機関で最近盛んに行われているが，チーム医
療の実践者としてこれは当然のニーズだと言えよう。北里大学ではさ
らにそれを超えて，ともに生命科学を扱うものとしての，矜持とも言
うべき自律的な精神を身につけるようなプログラムを組んでいくこと
が大切な時期ではないかと思われる。
　数年前，学部間を超えて1年生を対象に体験学習を行う，「叡智と実践
週間」を提案してみたことがあった。この時には多くの賛同を得なが
ら実行には至らなかったが，1年生から高学年までを見通した多職種連
携教育，学部横断的な教育を行う時期であり，高等教育開発センターの
果たす役割も大きいと思われる。「北里の理念」を共有し，つないでゆ
く事。創立50周年を迎える大学の教育の使命の一つではないだろうか。

◆ センター員の活動
・�国際シンポジウム「グローバル時代の大学マネジメントと質保証」
　平成24年1月24日，宮城：小島
・ムードル・ムート2012 
　平成24年2月22日・23日，三重：福田
・第18回大学教育研究フォーラム
　平成24年3月15日・16日，京都：鈴木，小島
・全国私立大学ＦＤ連携フォーラム2012年度総会
　平成24年6月16日，東京：鈴木
・平成24年度北里大学新任教員研修
　平成24年8月1日・2日，東京：鈴木，高橋，福田，赤澤，野島，小島
・第10回高校生のための“大学”セミナー
　平成24年8月7日，東京：小島

◆ 各学部のFD活動
・�獣医学部教員研修会（平成23年度第3回）平成24年1月17日 獣医学部V1号館
　【講　演】「獣医学教育改革の新しい流れ」
　北里大学獣医学部獣医学科人獣共通感染症学教授　吉川泰弘
・�平成23年度看護学部FD講演会  平成24年2月24日 看護学部多目的室
　【講　演】「看護教員のための教育学講座  －近年の青少年像と学校教育の現状」
　北里大学看護学部教職課程教授　飯田國雄
・平成23年度一般教育部教員研修会　平成24年3月16日　L1号館
　【講　演】「チーム活動におけるリーダーシップ」
　（株）バリューイノベーション  コンサルタント　杉山伸朗
・�医学部教員教育セミナー　平成24年8月10・11日　オンワード総合研究所人財

開発センター（横浜市都筑区）

　【講　演】
　「自主研究教育からResearch Clerkshipへ」
　横浜市立大学大学院医学研究科・医学部免疫学教室教授　田村智彦
　「岐阜大学の医学研究教育」
　岐阜大学医学教育開発研究センター長・テュトーリアル部門教授　鈴木康之
　【ワークショップ】
　「全国の医学研究教育の現状と北里大学の医学研究入門について」
　「医学生に必要な研究教育とは（目標）？」
　「研究室配属の具体案（目標）」
・第20回看護学部教員教育研修会　平成24年8月21日　看護学部多目的室
　【グループ討議】テーマ：「看護学部教員の研究力を高める」
・平成24年度理学部・理学研究科教員研修会　平成24年8月24日　L2号館
　【講　演】
　「2012年度入試結果と北里大学理学部の評価及び2013年度入試予測について」
　（株）KEIアドバンス本社営業部部長　桝中規男
　�「学生相談室利用状況からみた理学部学生の傾向　～学生の抱える問題の早期

発見と支援のために～」
　北里大学健康管理センター学生相談室長　柘植道子
　「学長からのメッセージ」
　北里大学学長　岡安　勲
　【グループ討議】
　テーマ：「理学部における就職活動の支援方法について」
　　　　　「退学及び留年者の抑制と心に問題を抱えた学生への対応について」
　　　　　「魅力ある北里大学理学部のあるべき姿とは」
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友野伸一郎 著

『対決！ 大学の教育力』

　前号では1970年代まで存在していた大学の規範文化として

の「教養主義」について語った本を紹介したが，今回は現在の

大学における「教養教育」と「初年次教育」という観点から大

学の教育力について語った本を取り上げる。河合塾教育研究部

プロジェクトチームに参加し，当該塾が行った「2007～2008年

度　国立大学教養・共通教育調査」と「2009年度 初年次教育調

査」に中心的に携わった著者は，「そこで得られた知見から，大

学を見るには教養教育と初年次教育が重要であるという確信を

得（p.5）」たという。本書は，上記2つの調査に基づいた丁寧な

分析を通して，大学における教養教育と初年次教育の実態を明ら

かしている。大学の教養教育や初年次教育のどこを見ればよい

のかという問いに対しては，大学の教養教育と初年次教育に対す

る取り組みの姿勢がわかる「評価ポイント」を設定し，その点か

ら各大学の比較検討をしている。具体的な取り組み事例として，

教養教育については12の大学，初年次教育については8大学を取

り上げ，それぞれの特徴を押さえた紹介は，大変興味深い。

　「教養とは何か」この問いは，今日まで，さまざまに語られて

きたが，著者は「教養とは異分野の人と協働するために欠かせな

い能力である（p.26）」とし，さらに「教養は授業で身につける

時代に（p.30）」なったと述べていて，今日的教養観を提示して

いる。そう聞くと，教養とは何なのか，教養教育はどうあるべき

なのか，改めて考えさせられる。

　専門教育と教養教育，初年次教育は共に大学教育を構成する要

素であり，これらを総合して大学の教育力を問わねばならないは

ずだが，著者は，大学教員の教養教育や初年次教育に対する消極

性を指摘する。だからこそ，そうした状況を越えて，大学として

意識的にどう教養教育と初年次教育の充実を図ろうとしているか

に大学の教育力の一端が表れており，大学選びにはその点も含め

ることが大切であると主張する。当高等教育開発センターの教育

研究部門において「初年次教育プロジェクト」が施行されたが，

本学の特性に適った教養教育並びに初年次教育の在り方を考える

上で，本書は示唆を与えてくれる一冊ではないだろうか。

朝日新聞出版（朝日新書）
740円（税別）

Moodleの持つアンケート機能の比較と日本語環境の整備 特　集

ベストティーチャー

　本学の場合，FD活動の実際は良くも悪くも学部独自の性格が強い

ことが特徴です。それはたとえばセンターニュース第9号でお伝え

した授業評価アンケートの違いにも現れていて，アンケートの実施

方法や項目には学部の独自色が色濃く現れていました。このような

状況がもたらす良い点として，FD活動を見直そうとする際に普通な

ら学外に範を求めなければならないのに対して，本学の場合はまず

は手近な他学部の事例を参考にできるということが挙げられます。

　その様な観点から，今回は「ベストティーチャー」を取り上げま

した。ベストティーチャーとは教育内容の良かった教員を毎年1名

～数名選出し表彰する制度で，普通は学生による投票の結果が基に

なります。その意味ではベストティーチャー制度は「学生による授

海洋生命科学部
名　称　「優秀教育賞」（優秀教員賞ではない点に注意）

経緯と効果　教員の教育努力を後押しすることを目的として平成15

年度から実施していた。実施から2年および3年を経過した年度の

FD研修会の折に，受賞者に対してそれぞれ講義の実施内容，講義に

対する工夫や苦労を紹介してもらうことで，全教員に講義実施の参考

にしてもらった。当時のFD研修参加者（ほぼ全員）は大いに参考に

なったとコメントしていた。最近は受賞者が固定化する傾向にあっ

た。24年度より，優秀教育賞の選考は，当初の目的が果たされたと

FD委員会で判断し，実施しないことに決定した。

選出方法　学部専任教員が担当する科目に対し，学期末に実施した授

業評価アンケート（7項目を5段階評価）の平均点の高い科目を担当

する教員をFD委員会が選んで賞状を授与していた。2年生に対する2

群科目は全て必修なので，2群科目担当者の上位2名，3年生の3群

科目は必修科目につき2名，選択科目につき2名，の合計6名を選出

していた。ただし，アンケート回答数が20以下の場合には選考対象

外とした。

公表と表彰の方法　年度初めのオリエンテーション内で2年生，3年

生の前で表彰をした。

医学部
名　称　�ベストティーチャー賞（基礎・臨床系の准教授以下から各1

名，計2名）　守礼敬人賞（所属は不問で1名）

経緯と効果　相澤元医学部長の提案で始まった。実際の効果はわか

らないが，教育の質向上・改善につながっているはずである。

選出方法　6年生による卒業準備委員が選出している。6年生を対象

にアンケートを実施し，その結果に基づいて，べストティーチャー賞

は基礎 ・ 臨床系から各1名，守礼敬人賞は所属不問で1名を選んでい

る。教員の再選は妨げない。

公表と表彰の方法　謝恩会にて学生から表彰する。記念品は事務室

学生課にて準備する。また，毎年夏に開催されるFD研修会で講演を

行う。

　こうして比べてみると，最も「学生主導」になっているのが医学

部で，選出のためのアンケートの内容は事務室も把握しておらず，選

出結果のみ学生から連絡をもらっているとのことです。医療衛生学

部もほぼ同様に，学生による投票で選んでいます。また，どちらの学

部も，ベストティーチャーを選ぶのは学部の最高学年の学生です。

業評価」の形態の一つと考えられますが，たとえば東京農工大学の

ように，最優秀の教員には研究費と出張費が与えられるという，教員

に対するインセンティブと組み合わせた例もあります。

　本学でのベストティーチャーについて調べたところ，意外にもこ

れを取り入れている学部は多くはありませんでした。選出していた

のは医療衛生学部，海洋生命科学部，医学部の3学部で，そのうちの

海洋生命科学部は「当初の目的が果たされた」として平成24年度か

ら実施しないことを決めています。以下に，その海洋生命科学部も

含めた3学部での実施内容を紹介し，昨年度選出されたベストティー

チャーの中から2名の方のインタビューを掲載します。

　これに対して，海洋生命科学部では授業評価アンケートの結果に

基づいてFD委員会が選出していたので，間接的に全学生が選出に参

加していたことになります。

　公表と表彰の方法については，医療衛生学部では表彰のみですが，医

学部と海洋生命科学部ではFD研修会で講演をしてもらっていました。

FD推進部門長　江川　徹

Questionnaireの翻訳

　著者らは2011年4月13日にMoodle1.9用Questionnaireバージョン 

2008060405の翻訳に着手し，同年7月22日に翻訳を完了した。翻訳し

たファイルは，252個のストリングと38個のヘルプファイルである。

ストリングとは，Questionnaireの画面に現れる英語（ストリング）で

ある。翻訳はすぐにQuestionnaireの言語パックに採用された［5］。

　翻訳にあたり，留意した点は，Moodle 1.9の翻訳との整合性と，アン

ケート要素（質問）の種類を分かりやすく示すアンケート要素の命名

である。作業の分担は（カッコ内は各自の専門），福田（情報科学）が

システムの準備とインストール，吉田光宏氏との連絡ととりまとめ，

小島（高等教育）がアンケート用語のチェック，黒澤（英語）が翻訳，

高橋（情報科学）が動作検証である。翻訳，動作確認と推敲を4回繰

り返して，翻訳を公開した。

　北里大学のMoodleでは最新のFeedbackを利用することができない。

携帯ブラウザ対応のMoodle for Mobileを利用しているためである。そ

のために，高機能で最新のアンケート機能をQuestionnaireとその部分

的な翻訳ファイルで提供していた。Questionnaireに今回の正式翻訳を

組み込んでみると，Questionnaireの使い勝手が格段に良くなったこと

が実感できる。

　北里大学Moodleでは2012年度，Moodle2012からQuestionnaireに今回

の正式翻訳が組み込まれている。使い勝手が非常に良くなったのでア

ンケートが必要な際は是非利用して頂きたい。
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　去る7月13日（金）午後6時から7時半まで，相模原校舎L2号館で第
8回講演会が行われました。講演会としては，遅い時刻の開催でしたが
多くの参加者を集めました。京都大学高等教育研究開発推進センター
教授の松下佳代氏を講師にお迎えして，「学習の質をどう評価するか −
医療教育におけるパフォーマンス評価を中心に−」というテーマでご

講演いただきました。講演内容は，テレビ会議システムにより他のキャ
ンパスへも同時中継されました。
　学習成果を直接的に評価する方法であるパフォーマンス評価につい
て，その特徴，課題，具体的評価事例などが語られ，大変興味深い内容
で，講演後の質疑も活発に行われました。

　平成24年度の新任教員研修が，去る8月1日（水）と2日（木）の両日に
わたり，クロス・ウェーブ府中にて行われました。参加者は34名でした。
　第1日目は北里大学人事部が担当し，午前には藤井清孝理事長と岡安勲 
学長の挨拶と講話，続いて大石茂郎人事担当常任理事の講話がありまし
た。午後からは，日本ODコンサルタンツのトレーナーである近藤裕子
氏による「教員としてのコミュニケーション能力に磨きをかける」を
テーマにした講習と，「私が目指す教員像」についてのフリップトーク・ 
ディスカッションが行われました。夜には，懇親会が開かれました。第
2日目は高等教育開発センターの担当で，最初に本学健康管理センター
の飯田敏晴氏による「最近の学生気質と学生相談の傾向」と題する講

演があり，続く午前の残りと午後を通して，FDワークショップ「学生
とどう向き合うか」を行いました。まずは，鈴木牧彦センター長から

「学生調査結果に見る本学の学生像」の報告があり，続いて野島高彦
センター員による講演「事例紹介 ：SNSによる学生とのコミュニケー
ション」が行われました。その後，高橋勇センター員の指導の下，参加
者は6グループに分かれ，これまで学生と接する中で経験した問題点の
整理，その原因や解決策等を議論し，最後にグループごとに結果を発表
し，質疑応答，講評でグループワークを終了しました。引き続き，高橋
センター員より高等教育開発センターの活動紹介があり，これをもって
全プログラムを終了しました。

第8回高等教育開発センター講演会

平成24年度北里大学新任教員研修を終えて

医療衛生学部
名　称　ベストティーチャー

経緯と効果　教員の教育に対する意識高揚及び大学における全人的

な教育の向上を目的として平成23年度に制度を開始した。効果はま

だ不明。

選出方法　4年生から，所属する学科・専攻教員（教授を除く）1名及

び基礎教育協議会教員1名の合計2名を投票させ，各学科 ・ 専攻，基

礎教育協議会から各1名を選出している。

公表と表彰の方法：学位記授与会場にて教員・学生に公表している。

また，学部長からの表彰を予定している。




